
 

 

 

令和３年度 

消防団・自主防災組織等の連携促進支援事業 

事 例 集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 

総務省消防庁地域防災室 

 



 

平成 28 年度に行われた「自主防災組織等の充実強化方策に関する検討会」で

は、自主防災組織等の活動の活性化を図る支援方策が検討され、国において多様

な主体との連携の取組事例を収集するため、先進的な取組みに対して財政的支

援を行い、その取組みを全国に紹介していくことが求められたところである。 

 一方、近年、平成 28年の「熊本地震」や「平成 30年 7月豪雨」、「令和元年東

日本台風」、「令和 2年 7月豪雨」などの大規模災害が頻発している。また、今後

も、気候変動の影響等により既存の想定を上回る災害の発生や、南海トラフ地震、

首都直下地震等の発生が懸念されている。これらの大規模災害を想定すると、行

政による「公助」はもとより、住民一人一人が自発的に行う防災活動である「自

助」や、自主防災組織をはじめとした、地域の多様な防災組織が連携して行う防

災活動である「共助」なくして、被害の軽減を図ることは困難である。そのため、

地域防災の担い手となる自主防災組織等の活動の活性化を図ることが重要であ

る。 

 自主防災組織が、期待される役割を担っていくためには、ひとつの自主防災組

織のみでは困難であり、地域の多様な主体が一緒になって自主防災活動に取り

組むことが必要となる。その際には、多様な主体が適切に役割分担しながら相互

に連携協力する体制を構築することが重要である。 

 また、自主防災組織が抱える課題を克服していくためには、若年者などの幅広

い世代や女性の参加を促進し、地方公共団体における防災の担い手を育成する

ための取組を促進することが必要となる。 

 そこで、これらの課題の解決に向けて、消防庁では、平成 29年度から令和元

年度まで、自主防災組織等の地域の防災組織等が、他の組織と連携して実施する

防災訓練等の防災に関する取組を支援し、模範的・先進的な取組内容を全国に広

く共有するため、取組の提案者である都道府県・市町村（特別区及び一部事務組

合を含む）に委託する、自主防災組織等のリーダー育成・連携促進支援事業を実

施した。 

令和２年度からは「消防団・自主防災組織等の連携促進支援事業」として、新

たに地域防災力充実強化法第 7 条第 2 項に規定する地区防災計画を策定した地

区において定めるべき具体的事業計画に基づく事業、消防団と地域の防災組織

等が連携して行う事業を対象に追加して実施している。 

 本事例集は、上記の令和３年度委託事業における取組をとりまとめ、全国に紹

介するものである。 
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自主防災組織組織率向上・防災リーダー育成・連携促進支援事業

事業実施
団体

室蘭市
（北海道）

問合せ先:北海道室蘭市総務部防災対策課 (Tel) 0143-25-2244

地域の課題

●室蘭市で想定している頻度の高い災害のひとつとは、土砂災害であるが、平成30年9月6日に発生した北海
道胆振東部地震では、ブラックアウトにより市内全域が大規模停電となり、災害情報の共有不足などが課題
となっていた。
●東日本大震災から１０年が経過し、その間、室蘭市でも、暴風雪での大停電、北海道胆振東部地震でのブ
ラックアウトなど、２度の大停電を経験し、少なからず市民の防災意識の高まりはあるが、様々な災害に対
して適切な避難行動が取れるようにする備えの重要性を、世代問わずに、更に浸透させる必要が生じている。

事業の内容

自主防災組織の結成率の向上を目指し防災教育の場の更なる提供と地域毎の災害情報共有の強化のため、
様々なステークホルダーとの連携を進め、防災・減災の体制強化を図った。主な事業は以下の６つである。

①【自主防災会タイムライン作成】
自助・共助における適切なあり方について考え、自主防災会の避難行動タイムラインを作成することを目

的とする。講師を招き、自主防災会の構成員を対象に４回の座学を実施。
②【中島商店街BCPと地域連携】
講師を招き、商店街の人などを対象に３回（４回目の図上訓練は中止）の座学やグループワークを実施。
③【自主防災リーダーの育成】
防災学習を通じて、災害リスクや災害情報について正しく理解し、自主防災リーダーの育成を目的とす

る。講師を招き、高校生を対象に６回の座学やグループワークを行う。
④【防災デイキャンプ】
防災キャンプを通して、児童生徒の安全を確保する地域体制とネットワークづくりを構築し、自主防災

リーダーを育成することを目的とする。小学生を対象に炊出しや避難所設営、防災講演を行う。
⑤【セミナー】
市民参加イベントをとおして、防災知識を高め、地域の防災力の向上を図ることを目的とする。市民を対

象に防災フォトロゲイニング、防災ブース、防災講演を行う。
⑥【室蘭市防災講演会】
市民参加防災講演会をとおして、防災知識を高め、地域の防災力の向上を図ることを目的とする。市民を

対象に防災展示、防災講演１・２、特別講演等を行う。

事業の実施体制

1



事業の成果

写真１ 【共助】自主防災会タイムライン作成 写真２ 【共助】中島商店街BCPと地域連携

写真３ 【自助・共助】自主防災リーダーの育成 写真４ 【自助・共助】防災デイキャンプ

写真５ 【セミナー】室蘭市防災フェスタ２０２１ 写真６ 【セミナー】室蘭市防災講演会

今後の展開

①【自主防災会タイムライン作成】
 本事業の実施によって、港北地区連合町会自主防災会の気象レベル毎の共助ですべき防災活動が整理
できた。また、自ら避難行動に移るきっかけになる情報について議論することができた。
②【中島商店街BCPと地域連携】
 中島商店街BCPの基本理念のフォローアップの議論と基本理念の定着のための、防災イベントを実施で
きた。
③【自主防災リーダーの育成】
 高校生に防災・減災について学ぶeラーニング教材の作成を実施してもらい、過程を通して「自分ご
と」として災害の知識を身に付けることができた。
④【防災デイキャンプ】
 児童がフィールドワークを通して地域のリスクについて学ぶことができた。参加した児童たちは熱意
のあるグループワークの発表で学童自主防災リーダー育成の機運が高まったと感じた。
⑤【セミナー】
 防災フォトロゲイニングを会場のある輪西地区で実施したが、参加した市民からは、防災施設を
フィールドワークで学ぶことができて好評であった。
⑥【室蘭市防災講演会】
 本事業の地域や世代の取組報告を、展示と講演で実施し、参加した市民へフィードバックできた。

事業の写真
成果物等

　地域の実情に合わせたアレンジも必要だと考えている。「中島商店街のBCPを考える」は、
町内会・自治会以外の地域の団体が、防災活動を行う、事例の一つになっている。消防団との
連携をさらに進め、地域全体で防災活動の議論を進めたい。令和３年度は、６つの個別事業を
通して地域と世代の防災活動を進めたが、若い世代の取り組みを自主防災会に広げていく必要
があることから、庁内関係部・室蘭市町内会連合会と連携し、防災活動として継続する。

写真添付

写真添付

写真添付写真添付
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		①【自主防災会タイムライン作成】
 本事業の実施によって、港北地区連合町会自主防災会の気象レベル毎の共助ですべき防災活動が整理できた。また、自ら避難行動に移るきっかけになる情報について議論することができた。
②【中島商店街BCPと地域連携】
 中島商店街BCPの基本理念のフォローアップの議論と基本理念の定着のための、防災イベントを実施できた。
③【自主防災リーダーの育成】
 高校生に防災・減災について学ぶeラーニング教材の作成を実施してもらい、過程を通して「自分ごと」として災害の知識を身に付けることができた。
④【防災デイキャンプ】
 児童がフィールドワークを通して地域のリスクについて学ぶことができた。参加した児童たちは熱意のあるグループワークの発表で学童自主防災リーダー育成の機運が高まったと感じた。
⑤【セミナー】
 防災フォトロゲイニングを会場のある輪西地区で実施したが、参加した市民からは、防災施設をフィールドワークで学ぶことができて好評であった。
⑥【室蘭市防災講演会】
 本事業の地域や世代の取組報告を、展示と講演で実施し、参加した市民へフィードバックできた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		【共助】自主防災会タイムライン作成		写真２ シャシン		【共助】中島商店街BCPと地域連携

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		【自助・共助】自主防災リーダーの育成		写真４ シャシン		【自助・共助】防災デイキャンプ ジジョ キョウジョ ボウサイ

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		【セミナー】室蘭市防災フェスタ２０２１		写真６ シャシン		【セミナー】室蘭市防災講演会

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　地域の実情に合わせたアレンジも必要だと考えている。「中島商店街のBCPを考える」は、町内会・自治会以外の地域の団体が、防災活動を行う、事例の一つになっている。消防団との連携をさらに進め、地域全体で防災活動の議論を進めたい。令和３年度は、６つの個別事業を通して地域と世代の防災活動を進めたが、若い世代の取り組みを自主防災会に広げていく必要があることから、庁内関係部・室蘭市町内会連合会と連携し、防災活動として継続する。
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輪西地区連合自主防災会が行う地域連携による防災訓練・防災リーダー育成
事業

事業実施
団体

室蘭市
（北海道）

問合せ先:北海道室蘭市総務部防災対策課 (Tel) 0143-25-2244

地域の課題

●輪西地区は、「鉄のまち・室蘭」を象徴する日本製鉄室蘭製鉄所の門前町で、平坦地の周りを丘陵部と沢
で囲む地形で形成され、市内４０４箇所の土砂災害危険箇所のうち３１箇所がこの輪西地区に存在し、平坦
地は津波浸水予測区域であるなど、想定されるリスクは地震・津波・土砂災害と多岐にわたる。
輪西地区連合自主防災会は、１４の単位町会の集合体で、令和元年８月１日に自主防災会を結成し、令和元
年度は、避難行動要支援者の避難計画の課題整理や令和２年度にはＤＩＧの実施など防災対策の取り組みを
進めており、地区防災計画を令和３年２月２４日に室蘭市地域防災計画に位置づけ、地域の防災関係団体と
連携を進め、防災訓練など防災教育の実施を行わなければならない。
●輪西地区連合自主防災会での防災の取り組みでは、これまでグループワークや図上訓練を通して、地域の
防災関係団体との連携が課題の一つとして上げられている。

事業の内容

輪西地区自主防災会地域内連絡会議 ～ 輪西地区連合自主防災会防災訓練・防災リーダー育成 ～
①_【ステ－クホルダーが参集した連携の取り組みの会議の開催】
輪西地区の地域特性を学び防災訓練を通して、ステークホルダーの連携強化と防災力向上を図ることを目

的とする。講師を招き自主防災会、消防団、防災関係団体が参加して座学グループワークを行う。
②_【輪西地区連合自主防災会の防災訓練】
輪西地区連合自主防災会の情報伝達及び住民避難の一連の行動について訓練するとともに、新たに指定さ

れた避難所の周知及び避難所開設要領について研修し、地域における防災・減災の充実・強化を図ることを
目的とする。自主防災会、消防団、防災関係団体が参加して行う。

③_【ボランティアセンター開設訓練】
災害時に設置される場所での訓練を通して、防災力向上を図ることを目的とする。自主防災会、社会福祉

協議会等が参加して行う。
④_【輪西連合町会地区防災計画・具体的な事業に関する計画PDCA】
輪西地区の地域特性を学び防災訓練を通して、ステークホルダーの連携強化と防災力向上を図ることを目

的とする。講師を招き自主防災会、消防団、防災関係団体を対象に今年度の取り組みのふりかえりを行う。

事業の実施体制

3



事業の成果

写真１ ステークホルダーが参集した連携の取組みの会議の開催について 写真２ 輪西連合町会防災計画・具体的な事業に関する計画ＰＤＣＡ

写真３ 輪西地区連合自主防災会の防災訓練 写真４ 輪西地区連合自主防災会の防災訓練

写真５ ボランティアセンター開設訓練 写真６ ボランティアセンター開設訓練

今後の展開

①_【ステ－クホルダーが参集した連携の取り組みの会議の開催】
「地域防災力を充実強化するための具体的な事業に関する計画」の基本方針に基づく市の具体
的事業のうち、「防災リーダーの育成支援」を実施することができた。
②_【輪西地区連合自主防災会の防災訓練】
「地域防災力を充実強化するための具体的な事業に関する計画」の基本方針に基づく市の具体
的事業のうち、「 防災訓練への消防団員の派遣」を実施することができた。

事業の写真
成果物等

　令和３年度は、地域防災力を充実強化するために「グループワーク」や「防災訓練」などで
地域連携を構築してきたが、令和４年度は各々のケース（特に冬季の避難、夜の避難）を想定
しながらの訓練を企画するなど取り組みの継続をしながら、地域連携の充実を図っていく。

写真添付

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付

令
和

３
年

度
事

例
№

 
2

4


ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		①_【ステ－クホルダーが参集した連携の取り組みの会議の開催】
「地域防災力を充実強化するための具体的な事業に関する計画」の基本方針に基づく市の具体的事業のうち、「防災リーダーの育成支援」を実施することができた。
②_【輪西地区連合自主防災会の防災訓練】
「地域防災力を充実強化するための具体的な事業に関する計画」の基本方針に基づく市の具体的事業のうち、「 防災訓練への消防団員の派遣」を実施することができた。


				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		ステークホルダーが参集した連携の取組みの会議の開催について		写真２ シャシン		輪西連合町会防災計画・具体的な事業に関する計画ＰＤＣＡ

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		輪西地区連合自主防災会の防災訓練		写真４ シャシン		輪西地区連合自主防災会の防災訓練

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		ボランティアセンター開設訓練		写真６ シャシン		ボランティアセンター開設訓練

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　令和３年度は、地域防災力を充実強化するために「グループワーク」や「防災訓練」などで地域連携を構築してきたが、令和４年度は各々のケース（特に冬季の避難、夜の避難）を想定しながらの訓練を企画するなど取り組みの継続をしながら、地域連携の充実を図っていく。
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室蘭市消防団みなと分団と蘭西七町連合会自主防災会が行う地域連携による
防災訓練・防災リーダー育成事業

事業実施
団体

室蘭市
（北海道）

問合せ先:北海道室蘭市総務部防災対策課 (Tel) 0143-25-2244

地域の課題

●蘭西七町連合会自主防災会がある蘭西地区は、南部の低地帯に位置し、多くが津波浸水予測区域にあたり
津波が主なリスクとなる地域である。
●蘭西七町連合会自主防災会は、７つの単位町会で形成され、それぞれの単位町会で自主防災会を結成して
いる地区であったが、令和２年１２月８日に連合体として一つの自主防災会を結成した。令和２年度は連合
体として自主防災会を広域化するメリットについて議論を進めており、地区防災計画を令和３年２月２４日
に室蘭市地域防災計画に位置づけ、地域の防災関係団体との連携と、当該地区住民への防災活動の周知の実
施が課題である。

事業の内容

蘭西七町連合会自主防災会地域内連絡会議
～ 蘭西七町連合会の防災啓発物を作ろう ～
①_【自主防災会と防災関係機関との連携】
蘭西七町連合会の地域特性を学び防災訓練を通して、ステークホルダーの連携強化と防災力向上を図るこ

とを目的とする。講師を招き自主防災組織や消防団等が参加して座学やグループワークを行う。
②_【適切な避難行動を促す啓発物の作成】
講師を招き自主防災組織や消防団等が参加して座学やグループワークを行う。
③_【災害図上訓練（ＤＩＧ）】
蘭西七町地区の災害時における課題を洗い出し、地域における防災・減災の充実・強化を図ることを目的

とする。自主防災組織、消防団、防災関係団体等が参加し、図上訓練DIGを行う。
④_【蘭西七町連合会地区防災計画PDCA】
講師を招き自主防災組織や消防団等が参加して座学やグループワークを行う。

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ GW：防災活動に必要な連携 写真２ GW：防災力について議論

写真３ GW：避難行動を促す啓発物 写真４ 啓発物ポスター

写真５ GW：災害図上訓練ＤＩＧ 写真６ GW：災害図上訓練ＤＩＧ

今後の展開

【災害図上訓練（ＤＩＧ）】
「地域防災力を充実強化するための具体的な事業に関する計画」の基本方針に基づく市の具体的事業のう
ち、「 防災訓練への消防団員の派遣」を実施することができた。
【蘭西七町連合会地区防災計画PDCA】
「地域防災力を充実強化するための具体的な事業に関する計画」の基本方針に基づく市の具体的事業のう
ち、「防災リーダーの育成支援」を実施することができた。課題としてはオールハザードアプローチによる
災害図上訓練（ＤＩＧ）は、積雪寒冷地の北海道では真に住民が災害避難に向き合うことができるものであ
る。また、防災訓練などへの「消防団員の派遣」を継続し、地域防災力の課題解決と強化が必要となる。
「避難行動を促す啓発物」の作成は本個別事業の実施を通して深い議論ができ、地域限定の満足のいく仕上
がりであった。課題としては「避難行動を促す啓発物」の配布について、貼ってもらうための工夫や説明が
重要となってくる。作って終わりではなく日頃から見てもらえる工夫を、自主防災会で共有することが大切
である。

事業の写真
成果物等

　令和３年度は、地域防災力を充実強化するために「グループワーク」を中心に地域連携を構
築してきたが、令和４年度は、最後のPDCAで議論の一つに上がった課題を、訓練で実証するよ
うな企画を進めるなど、地域連携の充実のため取り組みを継続する。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付

令
和

３
年

度
事

例
№
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		【災害図上訓練（ＤＩＧ）】
「地域防災力を充実強化するための具体的な事業に関する計画」の基本方針に基づく市の具体的事業のうち、「 防災訓練への消防団員の派遣」を実施することができた。
【蘭西七町連合会地区防災計画PDCA】
「地域防災力を充実強化するための具体的な事業に関する計画」の基本方針に基づく市の具体的事業のうち、「防災リーダーの育成支援」を実施することができた。課題としてはオールハザードアプローチによる災害図上訓練（ＤＩＧ）は、積雪寒冷地の北海道では真に住民が災害避難に向き合うことができるものである。また、防災訓練などへの「消防団員の派遣」を継続し、地域防災力の課題解決と強化が必要となる。
「避難行動を促す啓発物」の作成は本個別事業の実施を通して深い議論ができ、地域限定の満足のいく仕上がりであった。課題としては「避難行動を促す啓発物」の配布について、貼ってもらうための工夫や説明が重要となってくる。作って終わりではなく日頃から見てもらえる工夫を、自主防災会で共有することが大切である。 カダイ カダイ

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		GW：防災活動に必要な連携		写真２ シャシン		GW：防災力について議論

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		GW：避難行動を促す啓発物		写真４ シャシン		啓発物ポスター

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		GW：災害図上訓練ＤＩＧ		写真６ シャシン		GW：災害図上訓練ＤＩＧ

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　令和３年度は、地域防災力を充実強化するために「グループワーク」を中心に地域連携を構築してきたが、令和４年度は、最後のPDCAで議論の一つに上がった課題を、訓練で実証するような企画を進めるなど、地域連携の充実のため取り組みを継続する。
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自主防災アドバイザー派遣事業

事業実施
団体 山形県

問合せ先:山形県防災くらし安心部防災危機管理課
(Tel) 023-630-2255

地域の課題

●近年、自然災害が激甚・頻発化するなか、令和２年７月の豪雨により本県では甚大な被害が発生した。
●本県の自主防災組織率はこれまでの取組みにより 91.7 ％（令和３年４月時点）と比較的高水準となって
いる。一方で、実際に災害を経験したことがないことなどから実践活動に不安を抱えている組織が多く、ま
た、なかには活動実態のない組織も存在している。
●災害の被害を軽減するためには、地域の「共助」の中心として重要な役割を果たす自主防災組織の結成を
促進し、かつ、活動の活性化を図る必要がある。

事業の内容

地域の実情に応じた自主防災活動への指導・助言を行うスキルを持った人材を県が「自主防災アドバイ
ザー」に委嘱の上、自主防災組織等に派遣し、希望する内容に応じた指導・助言を行う。

また、事業をより効果的に実施するとともに、新型コロナウイルス感染症の感染対策を行うため、ダン
ボールベッド等の教材や感染症対策用の物品等の資機材を整備し、希望する自主防災組織等に貸出しを行
う。

【令和３年度事業概要】
・委嘱者：10 名 （防災士、元自治体危機管理アドバイザー等）
・申込団体：自主防災組織、町内会等
・派遣実績：16 回
・指導・助言内容：自主防災組織の役割、災害発生時の避難所運営等
・経 費：自主防災アドバイザーの派遣に係る謝金及び旅費、

資機材（教材、感染症対策の物品等）の購入経費

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ 派遣の様子（山形県高畠町） 写真２ 派遣の様子（山形県長井市）

写真３ 派遣の様子（山形県飯豊町） 写真４ 派遣の様子（山形県最上町）

写真５ 派遣の様子（山形県山辺町） 写真６ 派遣の様子（山形県山辺町）

今後の展開

　令和３年度は16回派遣を実施し、延べ500名以上の県民が参加。実際の派遣では、申込団体
が抱える様々な課題（「組織を立ち上げたが何から始めたら良いのかわからない」、「災害時
の避難所運営」、「水害時の組織としての対応」等）に対して、自主防災アドバイザーがきめ
細かに指導・助言を行った。
　派遣後のアンケートでは、全ての申込団体から「役に立った（とても役に立った、まあまあ
役に立った）」との回答を得ることができ、また、資機材の貸出しにより、参加者の避難所運
営等への理解が深まり、組織としての防災資機材への意識が向上し、事業を効果的に実施する
ことができた。
　上記の内容を踏まえ、本事業は本県の自主防災組織の活動活性化に寄与したものと考えられ
る。

事業の写真
成果物等

　本県では、県全体の自主防災組織の組織率を令和６年度末までに「95％」とする目標を掲げ
ており、引き続き当該事業を継続して実施し、自主防災組織の結成を促進するとともに、活動
を活性化させ、共助による地域防災力の活性化に努めていく。
　また、実際の派遣事例等について、自主防災アドバイザーと情報を共有し、指導内容の充実
を図りながら事業を展開していく。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付

令
和

３
年

度
事

例
№
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　令和３年度は16回派遣を実施し、延べ500名以上の県民が参加。実際の派遣では、申込団体が抱える様々な課題（「組織を立ち上げたが何から始めたら良いのかわからない」、「災害時の避難所運営」、「水害時の組織としての対応」等）に対して、自主防災アドバイザーがきめ細かに指導・助言を行った。
　派遣後のアンケートでは、全ての申込団体から「役に立った（とても役に立った、まあまあ役に立った）」との回答を得ることができ、また、資機材の貸出しにより、参加者の避難所運営等への理解が深まり、組織としての防災資機材への意識が向上し、事業を効果的に実施することができた。
　上記の内容を踏まえ、本事業は本県の自主防災組織の活動活性化に寄与したものと考えられる。 ヨ シドウ ジョゲン

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		派遣の様子（山形県高畠町）		写真２ シャシン		派遣の様子（山形県長井市）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		派遣の様子（山形県飯豊町）		写真４ シャシン		派遣の様子（山形県最上町）

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		派遣の様子（山形県山辺町）		写真６ シャシン		派遣の様子（山形県山辺町）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　本県では、県全体の自主防災組織の組織率を令和６年度末までに「95％」とする目標を掲げており、引き続き当該事業を継続して実施し、自主防災組織の結成を促進するとともに、活動を活性化させ、共助による地域防災力の活性化に努めていく。
　また、実際の派遣事例等について、自主防災アドバイザーと情報を共有し、指導内容の充実を図りながら事業を展開していく。
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消防団・自主防災組織連携研修事業

事業実施
団体 栃木県

問合せ先:栃木県県民生活部消防防災課地域防災担当
(Tel) 028-623-2127

地域の課題

栃木県では、近年「平成27年関東・東北豪雨」や「令和元年東日本台風」などの大規模災害が立て続けに
発生しているため、大規模災害への備えとして、地域防災の要である消防団と自主防災組織が相互に連携し
ながら活動することにより、地域防災力を向上させていく必要がある。

事業の内容

災害時における避難支援等の対応を迅速に行えるよう、消防団と自主防災組織の連携強化を促進すること
による地域防災力の向上を目的とし、以下の事業を行う。

・消防団幹部及び自主防災組織のリーダーを対象とし、消防団と自主防災組織の活動に詳しい大学教授に
よる研修会を開催

・研修会の内容を映像教材とし作成、配布
・消防団と自主防災組織の連携について、マンガを用いたリーフレットを製作、配布

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ 消防団・自主防災組織連携研修の様子① 写真２ 消防団・自主防災組織連携研修の様子②

写真３ 映像教材 写真４ 消防団・自主防災組織連携研修リーフレット①

写真５ 消防団・自主防災組織連携研修リーフレット② 写真６ 消防団・自主防災組織連携研修リーフレット③

今後の展開

○消防団・自主防災組織連携研修
 室﨑益輝教授（兵庫県立大学大学院）による研修「消防団とコミュニティとの連携」を開催
した。研修会では、消防団員、自主防災組織、市町の防災担当職員、消防吏員など73名が参加
し、消防団と自主防災組織の連携・協力の理解を深めた。また、当日の配信を納めたDVDを作
成（30枚）し、各市町消防団主管課及び自主防災主管課に映像教材として配布した。
○消防団・自主防災組織連携促進リーフレット
 大規模災害への備えとして、地域防災の要である消防団と自主防災組織が平時から相互に連
携協力することが重要であることから、消防団と自主防災組織の連携促進を目的としたリーフ
レットを10,000部製作し配布することにより、連携・協力の重要性を示した。

事業の写真
成果物等

 本事業において作成した成果物を地域防災計画の策定時や自主防災組織リーダー育成研修会
など、様々な機会を捉えて継続活用することにより、引き続き地域防災の要である消防団と自
主防災組織の連携を促進し地域防災力を向上させていく。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		○消防団・自主防災組織連携研修
 室﨑益輝教授（兵庫県立大学大学院）による研修「消防団とコミュニティとの連携」を開催した。研修会では、消防団員、自主防災組織、市町の防災担当職員、消防吏員など73名が参加し、消防団と自主防災組織の連携・協力の理解を深めた。また、当日の配信を納めたDVDを作成（30枚）し、各市町消防団主管課及び自主防災主管課に映像教材として配布した。
○消防団・自主防災組織連携促進リーフレット
 大規模災害への備えとして、地域防災の要である消防団と自主防災組織が平時から相互に連携協力することが重要であることから、消防団と自主防災組織の連携促進を目的としたリーフレットを10,000部製作し配布することにより、連携・協力の重要性を示した。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		消防団・自主防災組織連携研修の様子①		写真２ シャシン		消防団・自主防災組織連携研修の様子②

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		映像教材		写真４ シャシン		消防団・自主防災組織連携研修リーフレット①

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		消防団・自主防災組織連携研修リーフレット②		写真６ シャシン		消防団・自主防災組織連携研修リーフレット③

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		 本事業において作成した成果物を地域防災計画の策定時や自主防災組織リーダー育成研修会など、様々な機会を捉えて継続活用することにより、引き続き地域防災の要である消防団と自主防災組織の連携を促進し地域防災力を向上させていく。
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地域防災力を充実強化するための合同訓練

事業実施
団体

益子町
（栃木県）

問合せ先:栃木県益子町総務課消防交通係 (Tel) 0285-72-8826

地域の課題

●新町地区は人口８９８人（３４２世帯）。益子町中部に位置し、南北に流れる一級河川の小貝川に面して
いる。同河川の浸水想定区域内には、約１９０世帯が居住している。
また木造住宅密集市街地があり、類焼の危険性が高く、消防車が進入できない箇所が多い。

事業の内容

消防隊到着前の初期消火活動の充実のため、消防団による訓練指導体制の構築を図ることと、女性防災組
織の立ち上げを目的として、事業を実施する。自主防災組織・女性防災組織・自治会を対象に以下の講演を
行った。

①令和３年１０月１５日（金）１９：３０～ 講演会
演 題：意識啓発のための基調講演、女性視点での防災のあり方
講 師：栃木県防災士会・とちぎ男女共同参画財団 芳村佳子 氏
参加人数：女性部員９名 自主防災組織（自治会）役員９名

合計１８名
②令和３年１１月１２日（金）１９：３０～ クロスロードゲーム

講 師：栃木県防災士会 ３名
参加人数：女性部員９名 自主防災組織（自治会）役員７名

合計１６名
③令和３年１２月１０日（金）１９：３０～ 避難所運営ゲーム

講 師：栃木県防災士会 ４名
参加人数：女性部員８名 自主防災組織（自治会）役員７名

合計１５名

事業の実施体制

11



事業の成果

写真１ 意識啓発のための基調講演、女性視点での防災のあり方 写真２ クロスロードゲーム

写真３ 避難所運営ゲーム 写真４ ホース格納箱

写真５ 消防団との初期消火訓練 写真６ 消防団との初期消火訓練

今後の展開

当事業を通じ、女性防災組織の結成や防災意識の向上、また自主防災組織と消防団が連携した訓練指導体制
の構築を図ることができた。全４回の防災学習会において、延べ６９人（うち女性３７人）の参加があっ
た。
　当地区では地区防災計画が策定されていたものの、住民に対する防災関係の研修や訓練がなされていな
かった。また、当計画策定時においても同様であるが、防災活動は往々にして、男性中心となってしまいが
ちである。自主防災組織を活性化させ、地域防災力を向上させていくためには、新しい視点で取り組むこと
ができる女性や若者、そして訓練指導を実施できる消防団とのつながりが重要であることを再認識すること
ができた。
　事業実施から見えた課題については、継続性が挙げられる。各組織の役員にも任期があり、交代を機に途
切れることのないようにする必要がある。後任の役員に助言等を行えるような体制づくりも検討しなければ
ならない。

事業の写真
成果物等

　当事業の実施にあたっては、自主防災組織の会長をはじめ、役員の熱心な呼びかけや活動へ
の参加があった。また女性防災組織についても、今まで防災関係の研修等を受講したことのな
いような方たちの積極的な参加があり、地域の女性の防災意識の向上も図ることができた。今
回の成果と課題を踏まえ、役員の交代を機に取り組みが途切れることのないよう、継続して活
動していく。併せて、当事業を通して培った消防団とのつながりを積極的に活用していく。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		当事業を通じ、女性防災組織の結成や防災意識の向上、また自主防災組織と消防団が連携した訓練指導体制の構築を図ることができた。全４回の防災学習会において、延べ６９人（うち女性３７人）の参加があった。
　当地区では地区防災計画が策定されていたものの、住民に対する防災関係の研修や訓練がなされていなかった。また、当計画策定時においても同様であるが、防災活動は往々にして、男性中心となってしまいがちである。自主防災組織を活性化させ、地域防災力を向上させていくためには、新しい視点で取り組むことができる女性や若者、そして訓練指導を実施できる消防団とのつながりが重要であることを再認識することができた。
　事業実施から見えた課題については、継続性が挙げられる。各組織の役員にも任期があり、交代を機に途切れることのないようにする必要がある。後任の役員に助言等を行えるような体制づくりも検討しなければならない。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		意識啓発のための基調講演、女性視点での防災のあり方		写真２ シャシン		クロスロードゲーム

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		避難所運営ゲーム		写真４ シャシン		ホース格納箱

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		消防団との初期消火訓練		写真６ シャシン		消防団との初期消火訓練

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　当事業の実施にあたっては、自主防災組織の会長をはじめ、役員の熱心な呼びかけや活動への参加があった。また女性防災組織についても、今まで防災関係の研修等を受講したことのないような方たちの積極的な参加があり、地域の女性の防災意識の向上も図ることができた。今回の成果と課題を踏まえ、役員の交代を機に取り組みが途切れることのないよう、継続して活動していく。併せて、当事業を通して培った消防団とのつながりを積極的に活用していく。
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令和３年度地域との連携促進に伴う避難所運営研修事業

事業実施
団体

東村山市
（東京都）

問合せ先:東京都東村山市防災安全部防災防犯課 (Tel) 042-393-5111

地域の課題

①現状において、自主防災組織と避難所運営連絡会（※１）がそれぞれ独自の活動を行っている状況である
こと、また、自主防災組織及び避難所運営連絡会の人員不足が顕著であり、各組織のリーダーとなる人材が
少ない。
②平日日中に発災した場合、各避難所には子育て世代の女性が多く避難することが想定されることから、子
育て世代の女性の避難所開設直後における避難所運営への協力が必要不可欠となるが、自主防災組織及び避
難所運営連絡会はそれぞれ子育て世代の女性の不足が顕著であるため、女性リーダーの育成も困難となって
いる。また、子育て世代の女性が不足していることに伴い、避難所運営連絡会において女性視点を踏まえた
避難所運営についての検討も不十分な状況である。
③障害のある方、子ども、妊産婦や乳幼児、高齢者、ペットを持つ方、外国人、性的マイノリティ（LGBTQ
等）の方、帰宅困難者等の視点等、多様な避難者が避難してくることが想定されるが、彼らに配慮した避難
所の対応方法や施設利用計画等の検討についても不十分な状況である。
④新型コロナウイルス感染症拡大が続く中、感染症等の対策を盛り込んだ避難所運営マニュアルの検討も不
十分な状況である。

事業の内容

上記の①、②の課題を解決するため、避難所運営連絡会及び自主防災組織から、避難所運営や防災活動の
核となる地域防災リーダーを育成するともに、当該地域防災リーダーに対し、多様な視点を持った避難所運
営や防災活動について意識付けを図る必要がある。

また、上記③、④の課題を解決するため、既存の避難所運営マニュアルについても障害のある方、子ど
も、妊産婦や乳幼児、高齢者、ペットを持つ方、外国人、性的マイノリティ（LGBTQ等）の方、帰宅困難者等
の視点が重要である。例えば、妊産婦や乳幼児のために専用スペースを確保したり、性的マイノリティ
（LGBTQ等）の方でも使いやすいようにトイレの表示を男女兼用にする等、多様な視点を盛り込んだ内容に修
正する必要があることから以下の事業を実施した。

① 勉強会・講習会・検討会の実施
・第１回勉強会及び検討会 令和３年４月２８日（水）
・第２回勉強会及び検討会 令和３年５月２７日（木）
・第３回勉強会及び検討会 令和３年６月２８日（月）
・第４回勉強会及び検討会 令和３年７月２９日（木）
・第５回講習会及び検討会 令和４年２月２８日（月）
② 令和３年度避難所運営研修「多様な視点からの避難所運営研修」（オンライン研修）
【実施内容】
・東村山市で想定される災害
・被災地における避難所の実態
・避難してくる多様な人達
・避難所で発生する問題と対応を考える
・在宅避難者と避難所
③ 多様な視点からの避難所運営マニュアル・ガイドライン（素案）作成

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ 写真① 写真２ 写真②

写真３ 写真③ 写真４ 写真④

写真５ 写真⑤ 写真６ 写真⑥

今後の展開

＜住民向け研修＞
住民向けに実施した研修は初めてオンライン形式で実施した。高齢者が避難してきた場合の困
りごとや対応方法について等、多様な避難者の視点から避難所での困りごとを検討し、発表す
るといったワークショップを実施することができ、避難所における多様な視点の重要性を具体
的に学ぶことができた。
＜市職員向け勉強会・検討会・講習会＞
令和2年度に結成した「多様な視点からの避難所運営マニュアル検討会」の委員で話し合い、
抽出した内容を避難所運運営ガイドライン・マニュアルに反映し、新たに多様な視点からの避
難所運営マニュアル（ひな形）を作成した。

事業の写真
成果物等

　＜令和４年度＞
令和３年度に作成された「避難所運営マニュアル（ひな形）」について学習し、避難所ごとに
住民（自主防災組織及び避難所運営連絡会委員等）、避難所要員（市職員）、学校職員で検討
しながら、各避難所に沿った避難所運営マニュアルを作成する。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付

令
和

３
年

度
事

例
№

 
7
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		＜住民向け研修＞
住民向けに実施した研修は初めてオンライン形式で実施した。高齢者が避難してきた場合の困りごとや対応方法について等、多様な避難者の視点から避難所での困りごとを検討し、発表するといったワークショップを実施することができ、避難所における多様な視点の重要性を具体的に学ぶことができた。
＜市職員向け勉強会・検討会・講習会＞
令和2年度に結成した「多様な視点からの避難所運営マニュアル検討会」の委員で話し合い、抽出した内容を避難所運運営ガイドライン・マニュアルに反映し、新たに多様な視点からの避難所運営マニュアル（ひな形）を作成した。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		写真①		写真２ シャシン		写真②

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		写真③		写真４ シャシン		写真④

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		写真⑤		写真６ シャシン		写真⑥

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　＜令和４年度＞
令和３年度に作成された「避難所運営マニュアル（ひな形）」について学習し、避難所ごとに住民（自主防災組織及び避難所運営連絡会委員等）、避難所要員（市職員）、学校職員で検討しながら、各避難所に沿った避難所運営マニュアルを作成する。





image1.png

il

SERRARNED

BEFLEETE

BREHYATIRI5T -
A MEF







image2.png

MMATEUSEME

MMEE LR
CEETMCHANELS

SBERASELCBLTS

oummEsELS

emmTONLE
okft - <SLBRORBHFERNGY

MMFATEET S
SRBEEUTENSN S AAPHRORANGERIBIT ENBS







image3.png







image4.png

< B o —-—






image5.png







image6.png









自主防災組織の防災訓練における広域避難行動訓練事業

事業実施
団体

中央市
（山梨県）

問合せ先:山梨県中央市危機管理課 (Tel) 055-274-8519

地域の課題

●事業対象地区は、富士川水系釜無川左岸及び笛吹川右岸に位置し、複数の中小河川に挟まれている地区で
ある。また、想定最大規模の降雨による浸水深は５ｍ以上に達する場合もある。一方で、市内の避難所は大
半が浸水想定区域内にあり、大規模水害時には、市内で十分な避難所を確保することは困難な状況にあり、
民間施設の活用や広域避難の検討が必要となっている。

事業の内容

市として広域避難計画の策定を行っている。また、自主防災会では地区防災計画が策定を進めており、訓
練で実証することで計画に実効性を持たせ、同時に課題の抽出も行うため以下の事業を行う。

・令和3年11月14日：山梨県地震防災訓練に併せ、広域避難行動訓練実施。
対象者：東花輪第2自治会住民

山梨市を会場に行われる山梨県地震防災訓練に併せて、広域避難の協定を締結している山梨市と相互に広
域避難訓練を実施する。災害想定が地震ではあるが、本市では大規模水害の想定での訓練を行う。

事業の実施体制

15



事業の成果

写真１ 避難所開設訓練(段ボールベッド設置訓練) 写真２ 避難所開設訓練(段ボールベッド設置訓練)

写真３ 避難所開設訓練(簡易トイレ設置訓練) 写真４ 避難所開設訓練(簡易トイレ設置訓練)

写真５ 避難所開設訓練(避難所設営訓練) 写真６ 避難所開設訓練(避難所設営訓練)

今後の展開

・本市ならびに山梨市において、広域避難の連携強化が図られる。
・避難行動訓練の実施により、地区防災計画の策定促進と、より実効性のある効果的な広域避
難計画の策定に向け、取組む事が出来る。
・広域避難は、全国的に重要とされてはいるが、現時点では計画策定方法等は確立されていな
いと認識している。地域の状況によって移動手段等が異なることから、全国一律に手法を確立
することは困難であり、地域の実情に応じて検討する必要があると考える。本事業は、地方都
市部における一つの事例として、他への波及が期待され、広域避難の取組みの促進に寄与する
と考える。

事業の写真
成果物等

・訓練においての課題や問題点等は、策定中の広域避難計画の検討材料とする。
・広域避難の重要性について、各地区の地区防災計画策定、改訂に反映させ、今後の地域の防
災力強化を図っていく。
・昨年度から県において実施している「広域避難検討会」において、具体的な取組事例として
紹介してもらい、他の自治体での取組みを促す。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付

令
和

３
年

度
事

例
№

 
8
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		・本市ならびに山梨市において、広域避難の連携強化が図られる。
・避難行動訓練の実施により、地区防災計画の策定促進と、より実効性のある効果的な広域避難計画の策定に向け、取組む事が出来る。
・広域避難は、全国的に重要とされてはいるが、現時点では計画策定方法等は確立されていないと認識している。地域の状況によって移動手段等が異なることから、全国一律に手法を確立することは困難であり、地域の実情に応じて検討する必要があると考える。本事業は、地方都市部における一つの事例として、他への波及が期待され、広域避難の取組みの促進に寄与すると考える。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		避難所開設訓練(段ボールベッド設置訓練)		写真２ シャシン		避難所開設訓練(段ボールベッド設置訓練)

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		避難所開設訓練(簡易トイレ設置訓練)		写真４ シャシン		避難所開設訓練(簡易トイレ設置訓練)

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		避難所開設訓練(避難所設営訓練)		写真６ シャシン		避難所開設訓練(避難所設営訓練)

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		・訓練においての課題や問題点等は、策定中の広域避難計画の検討材料とする。
・広域避難の重要性について、各地区の地区防災計画策定、改訂に反映させ、今後の地域の防災力強化を図っていく。
・昨年度から県において実施している「広域避難検討会」において、具体的な取組事例として紹介してもらい、他の自治体での取組みを促す。
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自主防災組織の枠を超えた連携による地域防災力強化事業

事業実施
団体

美浜町
（愛知県）

問合せ先:愛知県美浜町総務部防災課 (Tel) 0569-82-1111

地域の課題

●住宅地域の北部と南部には、急傾斜崩壊危険箇所及び山腹崩壊危険地区が迫っており、地区内の指定避難
所の公民館は、土砂災害警戒区域内にあるなどの課題がある。
●防災訓練参加者が高齢者をはじめいつも決まったメンバーしか集まらず、若い世帯の参加率が低く、その
ような世帯の防災意識が低いことが懸念されている。過去に実施した防災アンケート調査でも、「家具の固
定が不十分」、「建物耐震化が不十分」等の結果が出ている。
●避難行動要支援者登録制度に基づき申請している人は、現在７７人（全世帯数の約１割）いるが、個別避
難計画の作成は進んでおらず、災害時の安否確認要領も十分ではないことや災害発生時における消防団と連
携した救助活動や学校への避難が懸念されている。

事業の内容

地域の防災力向上のため、できるだけ多くの住民の本事業への参加を図った。また、自主防災会では地区
防災計画の策定を進めており、防災マップの作成、訓練等で実証することで計画に実効性を持たせ、同時に
課題の抽出も行うため以下の事業を行う。

①区民への広報
本防災事業への区民参加を促すため、４回の回覧板による広報を実施した。
②まち歩き
防災マップ作成のため、２回実施した。
③防災マップの作成
まち歩き及びその後のグループワークで得た成果を防災マップ作成に反映し、地区内の津波浸水予想、土

砂災害の危険がある地域、避難路の危険箇所等の情報、避難所、消火栓・防火水槽の位置及び消防団車両が
通行できる道路を明確にした防災マップを作成した。作成したマップは、各世帯に２枚ずつ配布した。マッ
プ作成のため、本事業の関係者が参集し、まち歩き、グループワークのほかに２回の打合せを実施した。

④防災訓練
自主防災会、教職員等を対象にコロナ禍での避難所開設訓練、防災講演会、地震体験等を実施
⑤備蓄食料等の整備
津波浸水区域の世帯分の備蓄品及び防災倉庫を整備
⑥防災倉庫の整備
⑦携帯型簡易無線機の整備
停電時の役場及び組織内の通信の確保のため８台整備
⑧消毒薬剤等の整備

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ 避難所開設訓練 写真２ まち歩き

写真３ 防災マップ作成のためのワークショップ 写真４ 防災訓練

写真５ 防災講演会 写真６ 作成した防災マップ

今後の展開

①まち歩きに参加した自主防災組織員等は、地区の危険箇所を把握、津波浸水区域などを実感
し、防災知識及び防災意識が向上したものと考える。
②固有の危険箇所や避難カードを表示した防災マップを作成、1,500枚印刷、全戸配布した。
　台風、津波等災害の種類に応じた区民の避難判断に寄与するものと考える。
③上野間区の津波浸水区域の世帯分の備蓄食料・水及び衛生資材を３日分確保した。津波に
よって備蓄品が無駄になってしまう可能性のある世帯にとって、備蓄食料等の心配が解消さ
れ、安心感の向上に寄与したものと考える。
④同報無線の周波数を利用した簡易無線機の整備により自主防災組織員同士及び役場への通信
が確保され、区民の安否確認、救助活動に寄与するものと考える。
⑤防災講演会に参加した区民は、地震発生時の対応や自助の重要性を再認識することができ
た。

事業の写真
成果物等

①地区防災計画の策定に向け、具体的な内容について自主防災組織員に説明し、地区防災計画
の主担当者を決めて、地区防災計画策定し、策定後は町へ提案。
②防災マップを配布し、活用方法を説明するとともに同マップを使用した津波避難訓練を計
画高齢者等避難行動要支援者の安否確認要領を作成し、要すれば検証。自主防災会に備蓄食料
等の管理業務を追加するとともに備蓄計画を作成
③上野間小学校、祭典部及び消防団等地元関係機関との連携では、引き続き防災訓練など自
主防災会と連携するとともに、家具固定や建物耐震化等で地元企業と連携できないか検討

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付

令
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		①まち歩きに参加した自主防災組織員等は、地区の危険箇所を把握、津波浸水区域などを実感し、防災知識及び防災意識が向上したものと考える。
②固有の危険箇所や避難カードを表示した防災マップを作成、1,500枚印刷、全戸配布した。
　台風、津波等災害の種類に応じた区民の避難判断に寄与するものと考える。
③上野間区の津波浸水区域の世帯分の備蓄食料・水及び衛生資材を３日分確保した。津波によって備蓄品が無駄になってしまう可能性のある世帯にとって、備蓄食料等の心配が解消され、安心感の向上に寄与したものと考える。
④同報無線の周波数を利用した簡易無線機の整備により自主防災組織員同士及び役場への通信が確保され、区民の安否確認、救助活動に寄与するものと考える。
⑤防災講演会に参加した区民は、地震発生時の対応や自助の重要性を再認識することができた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		避難所開設訓練		写真２ シャシン		まち歩き

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		防災マップ作成のためのワークショップ		写真４ シャシン		防災訓練

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		防災講演会		写真６ シャシン		作成した防災マップ

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		①地区防災計画の策定に向け、具体的な内容について自主防災組織員に説明し、地区防災計画の主担当者を決めて、地区防災計画策定し、策定後は町へ提案。
②防災マップを配布し、活用方法を説明するとともに同マップを使用した津波避難訓練を計
画高齢者等避難行動要支援者の安否確認要領を作成し、要すれば検証。自主防災会に備蓄食料等の管理業務を追加するとともに備蓄計画を作成
③上野間小学校、祭典部及び消防団等地元関係機関との連携では、引き続き防災訓練など自
主防災会と連携するとともに、家具固定や建物耐震化等で地元企業と連携できないか検討
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富田林市消防団地域防災指導員養成事業

事業実施
団体

富田林
（大阪府）

問合せ先:大阪府富田林市消防本部 消防総務課消防団係
(Tel) 0721-23-1123

地域の課題

●西部丘陸部は中高層建築物が目立ち、中心部の既成市街地では、狭隘道路と木造家屋の密集という防災上
の問題を抱えている。
●災害の複雑化等の影響もあり、消防団の業務が多岐に渡ることで、専門的な知識の習得が難しくなってき
ている。

事業の内容

災害の複雑化等の影響もあり、消防団の業務が多岐に渡ることで、専門的な知識の習得が難しくなってき
ている。その中で、消防団員の中から地域防災に関するスペシャリストを養成し、自主防災組織との連携を
強固にすることを目的に以下のことを行った。

１．消防団員の中から地域防災指導員を育成し、消防団の地域防災に対する指導力の向上。
２．地域防災指導員が先頭に立ち、高度な知識やスキルを、地域や他組織に提供することで訓練の質の向

上や連携の強化。

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ 地域防災指導員養成講習 写真２ 地域防災指導員養成講習

写真３ 消火体験装置による消火訓練 写真４ 人員搬送訓練

写真５ 自主防災組織による発電機取扱い訓練 写真６ 炊き出し訓練

今後の展開

　消防団員の中から地域防災指導員を養成することにより、消防団全体に地域防災に対する意
識の向上がありました。また、消防団は、地域社会とともに発展・成長してきた地域住民に
とって身近な消防組織であるため、訓練時は実践的な質問や、地域に即した災害時の対応方法
等を、自主防災組織や地区住民と意見を交わすことが出来ました。さらに、地域の防災上の課
題を共通認識することにより、次回の連携訓練の目標とすることができた。

事業の写真
成果物等

　コロナ禍で訓練を自粛する団体がほとんどであったため、今回、地域防災指導員を養成した
ことを広報し、消防団が主体となった連携訓練の実施を関係団体に働きかけていきます。
　消防団と自主防災組織又は地域が連携した訓練を継続して実施することにより、地域住民の
防災意識の向上を図るとともに、消防団を中核とした地域防災体制の充実を図っていく。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　消防団員の中から地域防災指導員を養成することにより、消防団全体に地域防災に対する意識の向上がありました。また、消防団は、地域社会とともに発展・成長してきた地域住民にとって身近な消防組織であるため、訓練時は実践的な質問や、地域に即した災害時の対応方法等を、自主防災組織や地区住民と意見を交わすことが出来ました。さらに、地域の防災上の課題を共通認識することにより、次回の連携訓練の目標とすることができた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		地域防災指導員養成講習		写真２ シャシン		地域防災指導員養成講習

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		消火体験装置による消火訓練		写真４ シャシン		人員搬送訓練

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		自主防災組織による発電機取扱い訓練		写真６ シャシン		炊き出し訓練

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　コロナ禍で訓練を自粛する団体がほとんどであったため、今回、地域防災指導員を養成したことを広報し、消防団が主体となった連携訓練の実施を関係団体に働きかけていきます。
　消防団と自主防災組織又は地域が連携した訓練を継続して実施することにより、地域住民の防災意識の向上を図るとともに、消防団を中核とした地域防災体制の充実を図っていく。
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防災リーダーを中心とした地域連携自立型防災訓練の実施

事業実施
団体

八尾市
（大阪府）

問合せ先:八尾市消防本部消防署（tel:072-992-0119）

地域の課題

●市民は自ら災害に備えるための手段を日頃から講じるとともに、自発的な防災活動への参加、過去の災害
から得られた教訓の伝承など、「災害に強いまちづくり（ハード）」と「災害に強いひとづくり（ソフ
ト）」に取り組み、市民・事業者等と行政が適切に役割を担うことにより、「自助」と「共助」、「公助」
のそれぞれが力を合わせながら、防災意識・行動を日常のものとする防災文化を育む中で、地域の防災力・
減災力を高めていく必要がある。
●八尾市は、海溝型地震 南海トラフ巨大地震での被害想定では、市域の震度 ５強～６弱で、津波による
被害や市内河川の氾濫等の想定はされておらず、大阪府の湾岸部に比べ壊滅的被害は想定されていない。大
阪府全体で見ると地震被害が大阪市内及び湾岸部に集中するため、支援物資が長期間届かない恐れがある。
そのため、大規模自然災害等が発災しても、家庭や地域の被害を最小限にするため、日頃から市民が自主的
に減災へ取り組み、平常時より災害に対する備えを心がけ、食料・飲料水の備蓄や家屋等の安全対策を講じ、
発災直後の数日間は自分たちでしのぐ共助力をつけることが必要である。

事業の内容

これまで積極的な防災リーダーの養成や自主防災訓練を実施してきたが、自主防災訓練内容にあっては、
依然、消防職員が中心で実施する「指導型」訓練が多くを占めており、各組織のリーダーが中心となり指導
を行う自主防災組織の「自立型」訓練ではないのが実情である。

地域に密着した防災先駆者である防災リーダーが防災訓練の主体を担うことで、住民の団結力向上を図
り、地域防災力の更なる充実強化を図ることを目的に以下の事業を行う。

防災リーダーが防災訓練を主催することにより、リーダー的存在となること、主催側となることで、指導
者としての自覚と自信向上によって自主防災組織の活性化を行う。

地域に身近な存在である防災リーダーが自主防災訓練を指導することで地域防災体制の融和と活性化を図
り、地域連携が確立した共助体制の向上を構築する。

新型コロナウイルス感染症により実施しにくい状況である自主防災訓練の実施についてWEB会議システム等
のWEBを用いた方法をいち早く導入し活動支援にあたる。

○「防災リーダーを中心とした地域連携自立型防災訓練の実施」
毎年度4月に各担当管理職（18名）が自主防災組織代表と当該年度の自主防災訓練について調整を行う。令

和3年度より下記に基づき調整を行い訓練実施率100％、訓練参加人員1万人を目指す。
・訓練規模に応じ消防署員が活動支援に従事する。（隔日勤務者211名）
・市危機管理課職員・コミュニティ推進スタッフ（市役所出張所課長補佐級の職員） 防災訓練や地域の

防災教育で活躍している。

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ WEB会議システムを利用した防災ミーティング 写真２ 自主防災活動PR動画作成

写真３ ハイブリット型防災リーダー養成講習会 写真４ ポータブルＤＶＤプレイヤーを使用した訓練説明 

写真５ 消防団を中心とした自主防災訓練の実施 写真６ 大阪経済法科大学消防支援ボランティアとの連携

今後の展開

　大阪府では新型コロナウイルス感染症拡大により、令和3年度中は、緊急事態宣言が二度に
わたり発令され、12月に一時的に新型コロナウイルス感染症拡大は収束する方向となるが、12
月後半よりさらに第6波の影響を受け、まん延防止等重点措置が適用されるなど、防災訓練を
含めた地域活動が実施しにくい状況であった。
　しかし、このような状況でも令和２年度成果を大きく上回る、以下のような自主防災訓練実
施結果が得られた。
令和４年２月末現在　全体訓練回数　８７回 参加人員４，２７６名
　消防主体「指導型」訓練　２４回　　２７.６%
　地域主体「自立型」訓練　６３回　　７２.４％

事業の写真
成果物等

今年度は依然新型コロナウイルス感染症拡大が継続していたため、思うように集合型訓練が実
施できなかった。来年度は防災リーダーが指導者となる集合型訓練での自立型訓練実施率上昇
に更なる働きかけを行いたい。
　また、自主防災訓練にWEB方式を並行して導入することで、利便性向上や、子育てや介護な
ど自主防災活動に参加しにくい市民について、参加の可能性を生み出した。今後も従来型の集
合型自主防災訓練と並行して実施することで、参加者の更なる発掘を行っていきたい。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		　大阪府では新型コロナウイルス感染症拡大により、令和3年度中は、緊急事態宣言が二度にわたり発令され、12月に一時的に新型コロナウイルス感染症拡大は収束する方向となるが、12月後半よりさらに第6波の影響を受け、まん延防止等重点措置が適用されるなど、防災訓練を含めた地域活動が実施しにくい状況であった。
　しかし、このような状況でも令和２年度成果を大きく上回る、以下のような自主防災訓練実施結果が得られた。
令和４年２月末現在　全体訓練回数　８７回 参加人員４，２７６名
　消防主体「指導型」訓練　２４回　　２７.６%
　地域主体「自立型」訓練　６３回　　７２.４％

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		WEB会議システムを利用した防災ミーティング		写真２ シャシン		自主防災活動PR動画作成

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		ハイブリット型防災リーダー養成講習会		写真４ シャシン		ポータブルＤＶＤプレイヤーを使用した訓練説明 

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		消防団を中心とした自主防災訓練の実施		写真６ シャシン		大阪経済法科大学消防支援ボランティアとの連携

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		今年度は依然新型コロナウイルス感染症拡大が継続していたため、思うように集合型訓練が実施できなかった。来年度は防災リーダーが指導者となる集合型訓練での自立型訓練実施率上昇に更なる働きかけを行いたい。
　また、自主防災訓練にWEB方式を並行して導入することで、利便性向上や、子育てや介護など自主防災活動に参加しにくい市民について、参加の可能性を生み出した。今後も従来型の集合型自主防災訓練と並行して実施することで、参加者の更なる発掘を行っていきたい。
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河合町防災デイキャンプ

事業実施
団体

河合町
（奈良県）

問合せ先:奈良県河合町企画部安心安全推進課 (Tel) 0745-57-0200

地域の課題

河合町は、１９６０年代から西大和ニュータウンを開発し、住宅地として成長してきたが、平成１２年を
ピークに人口は減少し続けている。一方、住民の平均年齢は増加し続けており、現在では３人に１人以上が
６５歳以上と高齢者が非常に多い町となっている。そのため、災害時に助けが必要となる要配慮者も増加し
ており、それを助ける消防団や防災士もまた同様に高齢化が進んでいる。

事業の内容

若い世代への防災活動の啓発や意識付けを行うことを目的とする。キャンプ形式で避難生活の疑似体験を
行い、家族で参加することで、通常の防災訓練と比較して、子供が楽しんで参加することができる。幼少時
から防災への知識や経験の獲得、また防災に対する意識付けを行うことが出来ると期待できる。

具体的な実施内容として、
①キャンプ形式で避難生活の疑似体験を行う事業実績を持つ事業者に委託し、消防団・防災士に対してノ

ウハウの教授を行う研修を実施。消防団・防災士・河合町にて事業を行える体制を整える。
②本番運営に向けて河合町にてイベント広報、事前準備、日程調整を実施。消防団・防災士は自主練習に

て指導力の習熟を図る。
③本番運営
④次年度以降②および③を繰り返し行い、若い世代への防災活動の啓発や意識付けを行う。

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ WEB会議システムを利用した防災ミーティング 写真２ 防災キャンプ事前研修会（ロープワーク）

写真３ 防災キャンプ事前研修会（毛布担架リレー） 写真４ 防災キャンプ事前研修会（ジャッキアップゲーム)

写真５ 防災キャンプ事前研修会（なまずの学校） 写真６ 防災キャンプ事前研修会（ゴミ袋ポンチョ作り）

今後の展開

　キャンプ形式で避難生活の疑似体験を行う事業実績を持つ事業者に委託し、消防団・防災士
に対してノウハウの教授を行う研修を実施したことにより、今後消防団・防災士・河合町にて
防災キャンプ事業を単独で行う体制を整える成果を得た。また本番運営に向けて自主練習を行
い、指導力の習熟を図る成果を得た。
　コロナ感染拡大の為、直前で本番運営中止にはなったが、定員を超える応募があったことか
ら、イベント自体の周知には一定の成果を得た。

　今後の課題としては、子供でも楽しめる形式での防災訓練という新しい試みの為、広報掲載
当初は反応が芳しくなく、集客に苦労した点である。より周知の方法を模索していく必要があ
る。

事業の写真
成果物等

　令和４年度以降は消防団員、防災士が指導力の強化および本番運営を実施し、同組織内で実
施のノウハウを継承していき、恒例行事としていく。恒例行事とする事で、各訓練内容の評判
の良し悪し、効果の有無等の情報が蓄積され、より効果的で楽しみながら行える行事へとブ
ラッシュアップしていく。また、将来的には、防災キャンプに参加していた子供たちが、次代
の消防団員や防災士となり、本事業を継続していくことが期待できる。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　キャンプ形式で避難生活の疑似体験を行う事業実績を持つ事業者に委託し、消防団・防災士に対してノウハウの教授を行う研修を実施したことにより、今後消防団・防災士・河合町にて防災キャンプ事業を単独で行う体制を整える成果を得た。また本番運営に向けて自主練習を行い、指導力の習熟を図る成果を得た。
　コロナ感染拡大の為、直前で本番運営中止にはなったが、定員を超える応募があったことから、イベント自体の周知には一定の成果を得た。

　今後の課題としては、子供でも楽しめる形式での防災訓練という新しい試みの為、広報掲載当初は反応が芳しくなく、集客に苦労した点である。より周知の方法を模索していく必要がある。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		WEB会議システムを利用した防災ミーティング		写真２ シャシン		防災キャンプ事前研修会（ロープワーク）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		防災キャンプ事前研修会（毛布担架リレー）		写真４ シャシン		防災キャンプ事前研修会（ジャッキアップゲーム)

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		防災キャンプ事前研修会（なまずの学校）		写真６ シャシン		防災キャンプ事前研修会（ゴミ袋ポンチョ作り）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　令和４年度以降は消防団員、防災士が指導力の強化および本番運営を実施し、同組織内で実施のノウハウを継承していき、恒例行事としていく。恒例行事とする事で、各訓練内容の評判の良し悪し、効果の有無等の情報が蓄積され、より効果的で楽しみながら行える行事へとブラッシュアップしていく。また、将来的には、防災キャンプに参加していた子供たちが、次代の消防団員や防災士となり、本事業を継続していくことが期待できる。
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大津市学区自主防災組織・消防団連携促進支援事業

事業実施
団体

大津市
(滋賀県)

問合せ先:滋賀県大津市消防局予防課 (Tel) 077-525-9902

地域の課題

琵琶湖西岸断層帯や東南海・南海地震による強い揺れが広範囲に及ぶとされ、琵琶湖西岸断層帯による地
震の予測震度は最大で震度7、建物の全壊は28,256棟、死者数は868人に及ぶなど、甚大な被害が想定されて
いる。

一方で、幸いにも、長期間にわたって大規模地震による被害が発生していないことから、自主防災組織等
の住民の防災意識や、自主防災組織と消防団の連携状況については地域差が大きく、マニュアル等に頼らな
い連携体制の構築が課題である。

また、コロナ禍におけるイベントの中止、自粛等の影響は、防火・防災訓練等も例外ではなく、防火・防
災訓練の回数は約1／2、参加人数は約1／3に減少するなど、防火・防災意識や地域のつながりの希薄化への
対策が喫緊の課題である。

事業の内容

当市では、阪神淡路大震災を契機に、全36小学校区に学区自主防災組織が設立され、自治会を単位とする
地域自主防災組織と連携した、自主的な防火・防災活動が展開されている。

また、平成24年度から令和2年度までに約730名の防災士を新規養成するとともに、防災士と同等の教育カ
リキュラムを修了した現役消防団員、約450名を地域防災指導員として任命し、地域の防火・防災訓練等で活
用している。

しかし、想定外の自然災害に備えるためには、これまで別々に養成してきた組織（学区自主防災組織と消
防団）と人材（防災士と地域防災指導員）の連携体制を構築し、双方が活動を補完し合うことが、地域防災
力の強化に必要不可欠であることから、次に掲げる事業を実施した。

（１）連携強化会議の開催
学区自主防災組織と消防団が連携し、他の防災組織と地域の防火・防災上の課題を共有する連携強化会議

を開催するとともに、自主防災組織が主催する防災訓練等の企画段階から消防団が参画する体制を構築し
た。令和3年度は先行的に6学区を選定、消防局が連携体制の構築を支援し、令和3年6月から令和4年2月にか
けて延べ11回の連携強化会議を開催した。

（２）指導者教材の作成
防災士と地域防災指導員（以下、「防災士等」という。）が、市民への防災訓練等の指導時に活用する共

通の教材「大津市防災リーダーハンドブック」を作成し、学区自主防災組織の役員及び防災士等に配布し
た。

（３）防災士フォローアップ研修の実施
令和3年度は、同2年度のコロナ禍による中止となった経緯を踏まえ、映像やＷｅｂ等を活用した教育に切

り替えることでフォローアップ研修を継続した。
このため、教育教材を新規に動画で作成し、スマートフォンやタブレット等で視聴可能なＹｏｕＴｕｂｅ

動画として配信を開始、学区自主防災組織の役員及び防災士等を中心に受講案内を送付した。
（４）コロナ禍における防火・防災イベントの開催
令和3年11月7日（日）に、消防団、女性防火クラブ等と連携し、市民を対象とした防火・防災イベントを

開催、来場した多くの市民に防火・防災に対する啓発活動を実施した。

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ 地域防災力充実強化に向けた連携強化会議 写真２ 地域防災リーダー用教育教材の作成

写真３ フォローアップ研修の実施 写真４ 消防団、女性防火クラブ、事業所等と連携し防火・防災イベントを開催

写真５ イベント来場者約3,000人に防火・防災広報を実施 写真６ 令和４年大津市消防出初式

今後の展開

  市内の6学区において、学区自主防災組織と消防団を中心とした防災関係団体による連携強
化会議等の取組を開始し、地域防災力の充実強化を図ることができた。
　また、防災士等へのフォローアップ研修について、新規教材を作成し映像等を活用した研修
に切替えたことで、コロナ禍においても研修を実施でき、持続可能な防火・防災教育体制を確
立することができた。
　最後に、市の観光キャラクターを活用した広報媒体物を製作、今年度新たに導入した機能別
分団員とも連携し、感染防止対策を徹底した防火・防災イベントを開催することで、幅広い年
齢層への防火・防災広報活動を展開できた。

事業の写真
成果物等

　今年度に連携強化に係る取り組みを開始した6学区に加えて、令和4年度は12学区、令和5年
度に6学区、令和6年度に12学区で取り組みを開始し、市内の全36学区に展開する。
　また、今後は、あらゆる機会を捉えて防災学習を推進するために、上記の連携強化会議の場
において小・中学校などの教育機関の参加を推進していく。
　さらに、防火・防災訓練の中止が相次いでいることから、実際に炎を使用した資器材を導入
するなど、限られた機会で防火・防災意識の高揚に繋がる取り組みを進める。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		  市内の6学区において、学区自主防災組織と消防団を中心とした防災関係団体による連携強化会議等の取組を開始し、地域防災力の充実強化を図ることができた。
　また、防災士等へのフォローアップ研修について、新規教材を作成し映像等を活用した研修に切替えたことで、コロナ禍においても研修を実施でき、持続可能な防火・防災教育体制を確立することができた。
　最後に、市の観光キャラクターを活用した広報媒体物を製作、今年度新たに導入した機能別分団員とも連携し、感染防止対策を徹底した防火・防災イベントを開催することで、幅広い年齢層への防火・防災広報活動を展開できた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		地域防災力充実強化に向けた連携強化会議		写真２ シャシン		地域防災リーダー用教育教材の作成

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		フォローアップ研修の実施		写真４ シャシン		消防団、女性防火クラブ、事業所等と連携し防火・防災イベントを開催

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		イベント来場者約3,000人に防火・防災広報を実施		写真６ シャシン		令和４年大津市消防出初式

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　今年度に連携強化に係る取り組みを開始した6学区に加えて、令和4年度は12学区、令和5年度に6学区、令和6年度に12学区で取り組みを開始し、市内の全36学区に展開する。
　また、今後は、あらゆる機会を捉えて防災学習を推進するために、上記の連携強化会議の場において小・中学校などの教育機関の参加を推進していく。
　さらに、防火・防災訓練の中止が相次いでいることから、実際に炎を使用した資器材を導入するなど、限られた機会で防火・防災意識の高揚に繋がる取り組みを進める。
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栗東市自主防災組織リーダー育成事業

事業実施
団体

粟東市
(滋賀県)

問合せ先:滋賀県栗東市役所市長公室危機管理課 (Tel) 077-551-0109

地域の課題

現在、本市の自治会（１２４自治会）全てにおいて、自主防災組織が結成されてはいるものの、役員改選
等による自主防災組織でのリーダー育成不足、また大規模自然災害時における自主防災組織の活動範囲が、
従来の自治会主体の活動から、避難所運営をはじめとする各小学校区での広域的な活動に拡がっている

事業の内容

自主防災組織の中心的な役割を担う防災リーダーとしてこの防災士をリーダーとした自主防災組織体制の
運営強化対策に係る育成事業を２回行った。

①第１回栗東市自主防災組織リーダー育成事業
実施日時：１月２２日・２月５日
受 講 者：栗東市自主防災組織

②第２回栗東市自主防災組リーダー育成事業
実施日時：２月２６日
受 講 者：栗東市内自主防災組織の代表

事業の実施体制

27



事業の成果

写真１ 学区別避難所受付設営状況 写真２ 手指消毒の様子

写真３ 検温・体調管理訓練の様子 写真４ 避難所受付訓練の様子

写真５  栗東市防災士会会長挨拶 写真６ 資機材（防災装備品）着用の様子

今後の展開

　新型コロナ感染拡大の影響により、第１回栗東市自主防災組織リーダー育成事業について
は、避難所受付訓練のみの実施、第２回栗東市自主防災組織リーダー育成事業については、中
止となりました。

事業の写真
成果物等

【今後における地域防災力の充実強化に向けた事業展開】
　本事業が新型コロナウィルスの感染拡大により中止となったことから、再度、次年度以降に
おいて下記のとおり事業を展開していくこととします。
①栗東市内の防災リーダーの育成（自主防・防災士等）
・ワークショップ・防災講演等
②自治会における防災訓練の実施
③自治会における防災資機材の点検整備
④「地区防災計画」に基づく活動の推進
・平常時の防災活動（防災総合訓練・資機材の整備点検）
・災害時の活動（緊急避難所への安全避難・避難所運営）
⑤栗東市地区防災計画マニュアル及び栗東市避難所マニュアルに基づく小学校区を単位とした
「地区防災計画」の作成支援

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付

令
和

３
年

度
事

例
№

 
1
4

28


ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　新型コロナ感染拡大の影響により、第１回栗東市自主防災組織リーダー育成事業については、避難所受付訓練のみの実施、第２回栗東市自主防災組織リーダー育成事業については、中止となりました。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		学区別避難所受付設営状況		写真２ シャシン		手指消毒の様子

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		検温・体調管理訓練の様子		写真４ シャシン		避難所受付訓練の様子

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		 栗東市防災士会会長挨拶		写真６ シャシン		資機材（防災装備品）着用の様子

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		【今後における地域防災力の充実強化に向けた事業展開】
　本事業が新型コロナウィルスの感染拡大により中止となったことから、再度、次年度以降において下記のとおり事業を展開していくこととします。
①栗東市内の防災リーダーの育成（自主防・防災士等）
・ワークショップ・防災講演等
②自治会における防災訓練の実施
③自治会における防災資機材の点検整備
④「地区防災計画」に基づく活動の推進
・平常時の防災活動（防災総合訓練・資機材の整備点検）
・災害時の活動（緊急避難所への安全避難・避難所運営）
⑤栗東市地区防災計画マニュアル及び栗東市避難所マニュアルに基づく小学校区を単位とした「地区防災計画」の作成支援 シエン
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SDGsで考える地域防災力の向上と連携強化に向けた取組

事業実施
団体

海南市
(和歌山県)

問合せ先:和歌山県海南市総務部 危機管理課 (Tel) 073-483-8406

地域の課題

今回、取組を行う本市の「大野地区」は、本市で最大８mの津波浸水、死者４千人、建物全・半壊率58％の
甚大な被害が想定されている南海トラフ巨大地震において、津波浸水想定区域外にあり、阪和高速自動車道
の海南東IC、JR海南駅にも近いことから、利便性が良く、交通の要衝である。さらに、災害対策本部かつ復
旧復興拠点となる海南市役所に隣接し、本市の災害時の受援拠点となる海南市総合体育館や、災害ボラン
ティアセンターが設置されるわんぱく公園をはじめ、国土交通省、海南保健所、和歌山県立海南高等学校な
ど、多くの防災上の重要な公共施設がある。

大野地区の高齢化率は、32.5％（令和３年６月末現在）と本市全体よりも4.4％低く、比較的若い世代が多
い一方で、同地区における自主防災組織の結成率は、令和３年10月現在、市内で最も低い57.7％に留まって
いる。

事業の内容

今後10年を見据え、地域関係者や企業、学生など多様な連携先が、同じ基盤で社会課題や地域課題を考え
ながら、自分ごととして捉えることができるよう、防災・減災をSDGsの視点で整理し、取り組むため、以下
の事業を行った。

①防災研修会
学識経験者や被災者による講演等も含めた研修や意見交換会を５回行った。
②防災訓練
男女共同参画による避難所運営訓練（女性専用スペースの確保、ピクトグラム設置）や要配慮者対応訓練

（高齢者・妊婦体験キット着用）や在宅避難者対応訓練等を盛り込んだ訓練を行った。

事業の実施体制

29



事業の成果

写真１ 防災訓練事前研修（和歌山県立海南高等学校） 写真２ 防災学習（海南市立第三中学校）

写真３ 新型コロナウイルス感染症等対応避難所運営訓練 写真４ 支援物資輸送・配布訓練

写真５ 災害ボランティア活動訓練 写真６ 電気自動車等からの電源確保訓練

今後の展開

　自治会・自主防災組織、民生委員・児童委員、公民館関係者の地域住民が、避難所や災害ボ
ランティアセンター等の防災重要施設の役割や機能について理解するとともに、企業・団体や
高校生・大学生、市内在住防災士、災害ボランティア等と連携して訓練を実施したことで、大
規模災害時にも実効性のある地域の防災力や受援力の向上を図ることができた。また、地域の
避難所の活用方法や、男女共同参画への配慮を含む避難所運営の方法等について理解を深める
ことができた。
　また、地域住民や企業、団体、学生など多様な連携先が、避難所運営を「SDGs（持続可能な
開発目標）」の視点で取り組んだことから、社会課題や地域課題を自分ごととして捉えること
に繋がり、今後の地域の取り組みへの反映が期待できる。

事業の写真
成果物等

　結成率の低い大野地区を中心に説明会等を実施し、自主防災組織の結成の促進を図る。ま
た、自主防災組織同士や他の組織等との連携による防災活動の継続性を高める。
　各自主防災組織が活動を実施する際の参考となるよう、先進事例をホームページや広報誌等
へ掲載するとともに市内の自治会・自主防災会や各連合自治会長あてに毎年送付している「自
主防災活動の手引き」にも掲載し、市内全域において、他の組織等との連携・協働意識の醸成
を図り、水平展開していく。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　自治会・自主防災組織、民生委員・児童委員、公民館関係者の地域住民が、避難所や災害ボランティアセンター等の防災重要施設の役割や機能について理解するとともに、企業・団体や高校生・大学生、市内在住防災士、災害ボランティア等と連携して訓練を実施したことで、大規模災害時にも実効性のある地域の防災力や受援力の向上を図ることができた。また、地域の避難所の活用方法や、男女共同参画への配慮を含む避難所運営の方法等について理解を深めることができた。
　また、地域住民や企業、団体、学生など多様な連携先が、避難所運営を「SDGs（持続可能な開発目標）」の視点で取り組んだことから、社会課題や地域課題を自分ごととして捉えることに繋がり、今後の地域の取り組みへの反映が期待できる。 ジュウミン

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		防災訓練事前研修（和歌山県立海南高等学校）		写真２ シャシン		防災学習（海南市立第三中学校）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		新型コロナウイルス感染症等対応避難所運営訓練		写真４ シャシン		支援物資輸送・配布訓練

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		災害ボランティア活動訓練		写真６ シャシン		電気自動車等からの電源確保訓練

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　結成率の低い大野地区を中心に説明会等を実施し、自主防災組織の結成の促進を図る。また、自主防災組織同士や他の組織等との連携による防災活動の継続性を高める。
　各自主防災組織が活動を実施する際の参考となるよう、先進事例をホームページや広報誌等へ掲載するとともに市内の自治会・自主防災会や各連合自治会長あてに毎年送付している「自主防災活動の手引き」にも掲載し、市内全域において、他の組織等との連携・協働意識の醸成を図り、水平展開していく。 センシン ジレイ
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鳥取県少年消防クラブ育成・連携支援事業

事業実施
団体

鳥取県 問合せ先:鳥取県危機管理局消防防災課 (Tel) 0857-26-7082

地域の課題

鳥取県においては過疎高齢化が進行し、自主防災組織や消防団の担い手が減少しているため、地域住民全
体で防災活動に取り組めるよう、次代を担う子ども達に対する防災教育を通じて、様々な世代の防災への関
心を高め、防災活動への積極的な参画を促していく必要がある。

事業の内容

少年消防クラブの結成支援を行うとともに、自主防災組織や消防団等の多様な主体が連携し、クラブ活動
の指導・助言を行った。

１ 少年消防クラブ新規設立支援
（１ ）湯梨浜町 湯梨浜少年消防クラブ
湯梨浜町湯梨浜少年消防クラブ が令和 ３ 年 １１ 月に結成され、活動服の購入等の設立支援を行った。
（２） その他
新規設立の情報を周知、ＰＲするとともに、少年消防クラブ未結成の自治体等に対し、新規設立を呼びか

けた。
２ 既存クラブの育成支援
米子市消防団少年消防クラブの新規加入クラブ員の活動服 、クラブの活動に必要な訓練用品等を購入する

など 活動支援を行った。
３ 連携促進連携促進
（１）とっとり防災フェスタへの参加
県主催の防災イベント「とっとり防災フェスタ２０２１」」は、新型コロナウイルス感染症の状況新型コ

ロナウイルス感染症の状況を踏まえて中止となった。
（２）交流研修会の開催
地域防災についての基礎知識習得や少年消防クラブ員同士の交流等を目的とした交流研修会士の交流等を

目的とした交流研修会を計画していたが、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえて中止となった。

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ 親子説明会、防火研修（米子市少年消防クラブ） 写真２ 第１回防災教室（米子市少年消防クラブ）

写真３ 第２回防災教室（米子市少年消防クラブ） 写真４ 第２回防災教室（米子市少年消防クラブ）

写真５ 結成式（湯梨浜少年消防クラブ） 写真６ 出初式、一斉放水参加（湯梨浜少年消防クラブ）

今後の展開

　本事業の実施により、鳥取県内において新たに１つの少年消防クラブが結成された。【消防
団主体による少年消防クラブ数：（事業実施前）５クラブ→（事業実施後）６クラブ】
　本年度は、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の拡大により、少年消防クラブの活
動自粛や当初計画していた事業が変更、延期又は中止となるなど実施内容が大幅に縮小した。
県、市町村、消防団等で活動を模索してきたが、保護者や学校及び団体等の活動自粛環境によ
り思うように事業成果に繋げることが出来なかった。このような状況ではあったが、米子市消
防団少年消防クラブにおいて、感染拡大防止対策を講じた上で、少人数での規律訓練・ロープ
結索訓練や防災研修を実施するなど、活動の工夫も生まれた。

事業の写真
成果物等

　これまでの県内少年消防クラブの活動支援により、子どもの防災知識の向上や防災への意
識、また様々な世代の防災への関心が高まっており、引き続き本取組を推進するとともに、今
後はこれらの活動の周知、広報により少年消防クラブ未結成地域での更なる結成促進を図る。
　本年度は、昨年度に引き続いて新型コロナウイルス感染症の拡大により、既存の少年消防ク
ラブがこれまで通りの活動を行えないといった課題に直面した。このような中でも生まれた成
果や活動の工夫、アイデア等を集約、共有し、今後の活動に反映する。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付

令
和

３
年

度
事

例
№

 
1
6
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　本事業の実施により、鳥取県内において新たに１つの少年消防クラブが結成された。【消防団主体による少年消防クラブ数：（事業実施前）５クラブ→（事業実施後）６クラブ】
　本年度は、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症の拡大により、少年消防クラブの活動自粛や当初計画していた事業が変更、延期又は中止となるなど実施内容が大幅に縮小した。県、市町村、消防団等で活動を模索してきたが、保護者や学校及び団体等の活動自粛環境により思うように事業成果に繋げることが出来なかった。このような状況ではあったが、米子市消防団少年消防クラブにおいて、感染拡大防止対策を講じた上で、少人数での規律訓練・ロープ結索訓練や防災研修を実施するなど、活動の工夫も生まれた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		親子説明会、防火研修（米子市少年消防クラブ）		写真２ シャシン		第１回防災教室（米子市少年消防クラブ）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		第２回防災教室（米子市少年消防クラブ）		写真４ シャシン		第２回防災教室（米子市少年消防クラブ）

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		結成式（湯梨浜少年消防クラブ）		写真６ シャシン		出初式、一斉放水参加（湯梨浜少年消防クラブ）

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　これまでの県内少年消防クラブの活動支援により、子どもの防災知識の向上や防災への意識、また様々な世代の防災への関心が高まっており、引き続き本取組を推進するとともに、今後はこれらの活動の周知、広報により少年消防クラブ未結成地域での更なる結成促進を図る。
　本年度は、昨年度に引き続いて新型コロナウイルス感染症の拡大により、既存の少年消防クラブがこれまで通りの活動を行えないといった課題に直面した。このような中でも生まれた成果や活動の工夫、アイデア等を集約、共有し、今後の活動に反映する。
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消防団シャッターデザイン事業

事業実施
団体

松山市
（愛媛県）

問合せ先:愛媛県松山市消防局 地域消防推進課(Tel) 089-926-9229

地域の課題

全国各地で台風や大雨による大規模災害が毎年のように発生しており、平成３０年７月及び令和２年７月
の豪雨災害では、家屋の浸水や土砂崩れなどの被害を受けている。
そのような中でも、防災訓練への参加者が少ないことや、避難所開設時の避難者の数が少ないことなど、特
に若い世代を中心とした防災意識の向上が課題となっている。

事業の内容

地域の児童、生徒及びその家族に、防災や消防団を身近なものとして捉える機会を作るとともに、消防団
の活動拠点である消防団詰所を地域防災のランドマークとすることにより、地域全体の防災意識を向上させ
ることを目的に以下の事業を行う。

市内５か所の消防団詰所を対象に、「大規模災害から地域を守る」をテーマに各地域の学校にシャッター
デザインの作成を依頼し、 デザインプリントを施工する。

また、学校へのデザイン作成とあわせ児童、生徒を対象とした防災に関する講話や消防・防災訓練等を行
うとともに、デザイン作成者には市長から感謝状を贈呈するほか、デザインを採用されなかった参加者に対
しても参加賞を配布する。

事業の実施体制

33



事業の成果

写真１ 防災教育の様子１ 写真２ 防災教育の様子２

写真３ シャッタープリント１ 写真４ シャッタープリント２

写真５ シャッタープリント３ 写真６ シャッタープリント４

今後の展開

　小中学生に対し、毎年学校で実施している消防・防災訓練とは異なり、自主的に防災につい
て考え、作品を創作するという機会を設けることができ、学校教諭や保護者からは児童、生徒
だけでなく地域全体にとっても消防団や地域防災を身近に捉えることができる良い機会となっ
たという意見が多数あがり、地域全体の特に若い世代の防災意識向上に資することができたと
考える。

事業の写真
成果物等

　今後も消防団詰所の建替えや既存シャッタ―の改修時等の機会を捉え事業を継続し、消防団
と地域の学校等との連携をより強固なものとし、地域全体の防災意識向上を図っていきたい。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　小中学生に対し、毎年学校で実施している消防・防災訓練とは異なり、自主的に防災について考え、作品を創作するという機会を設けることができ、学校教諭や保護者からは児童、生徒だけでなく地域全体にとっても消防団や地域防災を身近に捉えることができる良い機会となったという意見が多数あがり、地域全体の特に若い世代の防災意識向上に資することができたと考える。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		防災教育の様子１ ボウサイ キョウイク ヨウス		写真２ シャシン		防災教育の様子２

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		シャッタープリント１		写真４ シャシン		シャッタープリント２

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		シャッタープリント３		写真６ シャシン		シャッタープリント４

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　今後も消防団詰所の建替えや既存シャッタ―の改修時等の機会を捉え事業を継続し、消防団と地域の学校等との連携をより強固なものとし、地域全体の防災意識向上を図っていきたい。





image1.emf



image2.emf



image3.emf



image4.emf



image5.emf



image6.emf





まつやまマイ・タイムライン（施設版）作成事業

事業実施
団体

松山市
（愛媛県）

問合せ先:愛媛県松山市総合政策部 防災・危機管理課
(Tel) 089-948-6795

地域の課題

本市には、福祉施設、保育園、幼稚園などの施設が500か所以上ある。こうした施設の利用者は自力で避難
できない場合が多く、施設の職員だけで利用者全員を避難させるのが困難な場合もあり、過去の災害でも被
害が多数発生している。

また、小学校や中学校では、これまでの児童や生徒の安全確保などの対応に加え、新型コロナウイルスを
踏まえた避難所開設など、災害時の対応事項が増えている。

事業の内容

「まつやま施設版タイムライン」の作成を通じてお互いに災害時の行動計画を共有し、抜け・漏れの無い
対応を行うことで、災害での被害を軽減することを目的に以下の事業を実施した。

①平成30年7月豪雨で被災した施設の講演会
まつやま施設版タイムライン作成のキックオフとして、作成メンバーに参加いただき、福祉施設平成30年7

月豪雨で被災した小規模多機能施設の職員と小学校の校長を講師に招いて講演会を開催。
②まつやま施設版タイムラインの作成
各施設と消防団、自主防災組織、防災リーダークラブが参加し、タイムラインシートに必要な項目につい

て会議を開催。
③まつやま施設版タイムラインの研修
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、オンラインでの開催となった。参加者が事前に災害時の行動を

記入し、それらをオンライン会議で共有した。施設職員だけで避難の完了が難しい場合や、避難所として施
設が利用される場合の施設と地域の連携についても話し合いを行った。

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ 平成30年7月豪雨の施設の災害対応に関する講演会 写真２ まつやま施設版タイムラインの作成会議の様子

写真３ 新型コロナ対策のためオンライン会議も活用 写真４ 大学生防災士「防災リーダークラブ」も参加

写真５ 完成した「まつやま施設版タイムライン」 写真６ 完成した「まつやま施設版タイムライン」

今後の展開

①避難確保計画などの既存の計画を「まつやま施設版タイムライン」に落とし込むことで「見
える化」し、施設での災害対応の抜け・漏れ防止が期待できるようになった。

②「まつやま施設版タイムライン」の作成を通じて要配慮者施設と地域が交流することで、平
時から顔の見える関係づくりが進み、災害時の協力体制を築くきっかけづくりができた。

③大学生防災士の団体「防災リーダークラブ」が参加することで、若い世代の防災リーダーに
も要配慮者対策を考える機会を提供し、これからの防災を担う人材の育成につながった。

事業の写真
成果物等

・令和4年度より、風水害時の逃げ遅れを減らすために、本市と産官学民が連携して「松山逃
げ遅れゼロプロジェクト」を開始する。
・プロジェクトでは「学校」「地域」「施設」を中心に、タイムライン作成を推進していく。
・今回完成した「まつやま施設版タイムライン」を活用し、市内の福祉施設、小中学校、保育
園・幼稚園と消防団、自主防災士組織等の連携を深めながら、風水害時の被害の軽減を図って
いく。

写真添付
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]







ページ２



				事業の成果 ジギョウ セイカ		①避難確保計画などの既存の計画を「まつやま施設版タイムライン」に落とし込むことで「見える化」し、施設での災害対応の抜け・漏れ防止が期待できるようになった。

②「まつやま施設版タイムライン」の作成を通じて要配慮者施設と地域が交流することで、平時から顔の見える関係づくりが進み、災害時の協力体制を築くきっかけづくりができた。

③大学生防災士の団体「防災リーダークラブ」が参加することで、若い世代の防災リーダーにも要配慮者対策を考える機会を提供し、これからの防災を担う人材の育成につながった。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		平成30年7月豪雨の施設の災害対応に関する講演会 ヘイセイ ネン ガツ ゴウウ シセツ サイガイ タイオウ カン コウエンカイ		写真２ シャシン		まつやま施設版タイムラインの作成会議の様子

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		新型コロナ対策のためオンライン会議も活用		写真４ シャシン		大学生防災士「防災リーダークラブ」も参加

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		完成した「まつやま施設版タイムライン」		写真６ シャシン		完成した「まつやま施設版タイムライン」

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		・令和4年度より、風水害時の逃げ遅れを減らすために、本市と産官学民が連携して「松山逃げ遅れゼロプロジェクト」を開始する。
・プロジェクトでは「学校」「地域」「施設」を中心に、タイムライン作成を推進していく。
・今回完成した「まつやま施設版タイムライン」を活用し、市内の福祉施設、小中学校、保育園・幼稚園と消防団、自主防災士組織等の連携を深めながら、風水害時の被害の軽減を図っていく。
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地域における情報共有ネットワーク構築事業

事業実施
団体

大牟田市
（福岡県）

問合せ先:福岡県大牟田市消防本部予防課 (Tel) 0944-53-3528

地域の課題

大牟田市の人口は約11万人、有明海や山に囲まれた炭鉱で栄えた町であるが近年は人口流出に歯止めがか
からず人口減少が続いている。

大牟田市は令和2年7月豪雨により市内一円で内水氾濫、土砂災害、冠水で多くの被害が報告されている。
今回の事業を実施する地域は、駛馬校区（世帯数3,839/人口 7,272）である。

この校区は世界文化遺産である宮原坑を有しており、さらに自主防災組織による活動、及び消防団も活発
に活動している。

駛馬校区には中心部に２級河川が流れており、令和２年７月豪雨においても多くの浸水被害を受けた地域
である。

事業の内容

市が養成した防災士の活動が単独での活動に委ねられている現状があり、防災士との意見交換の場におい
てスキルアップと防災士間のネットワーク構築に対して強い要望があった。

さらに自治会や消防団とも連携を図ることにより地域防災力の向上及び「共助」の体制構築を目的とし
た。

防災士としてのスキルアップのために研修会の実施と自主防災組織と消防団との情報共有を実施した。
【内容】
○災害情報共有研修
→災害発生したと仮定し現場の状況を市及び消防へ情報を流し災害トリアージの一助となる情報発信の方

法を共有した。
○災害時の対応研修
→災害時どのような事に注意し地域住民と「共助」を行うのかなどのあり方、また簡単なロープワーク等

の研修行う。
○動画作成
→防災士の継続的な研修や防災士が地域へ防災啓発として使用できるように防災動画を作成する。
○防災士25名に対する研修会を実施

事業の実施体制

37



事業の成果

写真１ 第1回　初回研修会 写真２ 消防団による福祉避難所への移送

写真３ 避難所運営委員会の会議 写真４ 消防団員による消火訓練

今後の展開

○防災士25名に対する研修会を実施
第1回　初回研修　6月22日(火)13：30～　13名参加
第2回　初回研修　6月22日(火)18：30～　12名参加
第3回　情報収集説明会　7月21日(水)18：30～　20名参加
　　　　警報発令時における情報の共有について（オンライン併用）
第4回　研修動画撮影に関する説明会　10月28日(木)　13：30～5名参加　研修動画撮影協力者
に対する説明
○奏功点
　実災害時の対応→本年も大雨特別警報が発令されたため、災害情報共有研修の内容を元に防
災士より積極的に市及び消防本部へ情報共有がなされ緊急性の高いものに関しては早急に対応
できており地域の防災対策や防災力向上につながっていると考えている。
〇苦労した点
　防災士の方々は年齢層も幅広く、研修の理解度にも差が感じられた。
差を埋めるために研修資料に動画を織り交ぜいつでも復習できるように防災士ネットワーク
（LINE）に保存しいつでも視聴できるようにした。その結果奏功点にもある災害時に有効な情
報が共有できた。

事業の写真
成果物等

　市内における防災士間の情報共有の場がなく、活動が個人に委ねられている。
　今後は防災士に限らず、今回モデル地域に指定した例を参考とし、各地域団体（消防団や自
治会等）との連携を強固にする仕組みが必要である。
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		○防災士25名に対する研修会を実施
第1回　初回研修　6月22日(火)13：30～　13名参加
第2回　初回研修　6月22日(火)18：30～　12名参加
第3回　情報収集説明会　7月21日(水)18：30～　20名参加
　　　　警報発令時における情報の共有について（オンライン併用）
第4回　研修動画撮影に関する説明会　10月28日(木)　13：30～5名参加　研修動画撮影協力者に対する説明
○奏功点
　実災害時の対応→本年も大雨特別警報が発令されたため、災害情報共有研修の内容を元に防災士より積極的に市及び消防本部へ情報共有がなされ緊急性の高いものに関しては早急に対応できており地域の防災対策や防災力向上につながっていると考えている。
〇苦労した点
　防災士の方々は年齢層も幅広く、研修の理解度にも差が感じられた。
差を埋めるために研修資料に動画を織り交ぜいつでも復習できるように防災士ネットワーク（LINE）に保存しいつでも視聴できるようにした。その結果奏功点にもある災害時に有効な情報が共有できた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		第1回　初回研修会		写真２ シャシン		消防団による福祉避難所への移送

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		避難所運営委員会の会議		写真４ シャシン		消防団員による消火訓練

						写真添付 シャシン テンプ





				今後の展開 コンゴ テンカイ		　市内における防災士間の情報共有の場がなく、活動が個人に委ねられている。
　今後は防災士に限らず、今回モデル地域に指定した例を参考とし、各地域団体（消防団や自治会等）との連携を強固にする仕組みが必要である。
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自主防災組織の復興支援事業

事業実施
団体

人吉市
（熊本県）

問合せ先:熊本県人吉市 (Tel) 0966-22-2111

地域の課題

●令和２年７月豪雨では、消防団や一部の自主防災組織の活躍で、被害を軽減することができたが、地域に
よっては、自主防災組織自体の空白地域も浮き彫りとなった。
●令和２年７月豪雨で浸水した町内会（自主防災組織）が、水害前に戻るには時間を要するため、水害に
遭った地域の今後の対応が喫緊の課題。

また、避難所運営について、地域住民や自主防災組織等が主体となった運営が困難な状況であり、行政主
体の運営（市職員が常時対応）となるため、行政の災害対応業務への影響が懸念される。
今後、自主防災組織の立て直しと合わせて実施していく地域のリーダー的存在の掘り起こしについても課題
となっている。

事業の内容

自主防災組織の立て直しや行政主体の避難所運営が困難な場合や集落が孤立した場合に備え、地域住民や
自主防災組織等が主体となった避難所運営が可能となるよう、地域の防災リーダーである、自主防災組織や
消防団、防災サポーター、ボランティア団体等と訓練を行い対応の統一を図ることを目的に以下の事業を
行った。

〇避難所運営訓練
１ 事業実施 ：令和３年１０月１７日
２ 対象者： 住民、自主防災組織、消防団、消防本部、防災サポーター、ボランティア団体、市防災安全

課、県危機管理防災課、等
３ 事業内容： 総合防災訓練時に、住民、自主防災組織、消防団、消防本部、防災サポーター、ボラン

ティア団体と連携し、避難所運営訓練実施した。
また、県から講師招き、防災講話を行い、基本的な自主防災活動の知識と意識を習得し、浸水被害を受け

た町内会を中心に自主防災組織の早期立て直しを促した。
さらに、浸水被害を受けた町内会（自主防災組織）へ、他の自主防災組織からの応援連携も行い、地域の

顔のみえる化を図りながら、要支援、要援護者への避難支援や安否確認をスムーズに行うなど、自主防災組
織が中心となり、自助、互助、共助の意識を高め、命を守る行動として共有する取り組みを行った。１２月
１２日には、自主防災活動に係る研修会を実施し、自主防災組織の自助・共助の意識と災害対応力の向上を
図った。

事業の実施体制

39



事業の成果

写真１ 避難行動要支援者把握（自主防災組織相互応援）訓練 写真２ 難行動要支援者把握（自主防災組織相互応援）訓練

写真３ 避難行動要支援者把握（自主防災組織相互応援）訓練 写真４ 自主防災組織等に係る防災講話

写真５ 避難所の受付 写真６ 自主防災組織活動に伴う研修会

今後の展開

　総合防災訓練では、約５５０人が参加し、担当区域であった地域の住民の協力もあり、関係
団体等との連携を図る事ができた。
その中で、避難所運営訓練については、約１００名の訓練参加者があり、見取り訓練等を通じ
て対応を学ぶことができた。自主防災組織からの応援連携も、戸惑いながらも実施することが
でき、地域の顔のみえる化を図ることができ、要支援、要援護者への避難支援や安否確認をス
ムーズに行うようなつながりもでき、自主防災組織が中心となり、自助、互助、共助の意識を
高め、命を守る行動としての連携意識をつけることができた。

事業の写真
成果物等

　自主防災組織からの応援連携をとおして、自主防災組織同士や関係機関で、要支援、要援護
者への避難支援や安否確認の体制が理解できたことから、今後、自主防災組織を中心とし、自
助、互助、共助の意識を高め、暗雲低迷的な自主防災組織の底上げが期待でき、復興に向けた
人吉市の自主防災組織の立て直しが期待される。

写真添付

写真添付写真添付
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　総合防災訓練では、約５５０人が参加し、担当区域であった地域の住民の協力もあり、関係団体等との連携を図る事ができた。
その中で、避難所運営訓練については、約１００名の訓練参加者があり、見取り訓練等を通じて対応を学ぶことができた。自主防災組織からの応援連携も、戸惑いながらも実施することができ、地域の顔のみえる化を図ることができ、要支援、要援護者への避難支援や安否確認をスムーズに行うようなつながりもでき、自主防災組織が中心となり、自助、互助、共助の意識を高め、命を守る行動としての連携意識をつけることができた。

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		避難行動要支援者把握（自主防災組織相互応援）訓練		写真２ シャシン		避難行動要支援者把握（自主防災組織相互応援）訓練

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		避難行動要支援者把握（自主防災組織相互応援）訓練		写真４ シャシン		自主防災組織等に係る防災講話

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		避難所の受付		写真６ シャシン		自主防災組織活動に伴う研修会

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　自主防災組織からの応援連携をとおして、自主防災組織同士や関係機関で、要支援、要援護者への避難支援や安否確認の体制が理解できたことから、今後、自主防災組織を中心とし、自助、互助、共助の意識を高め、暗雲低迷的な自主防災組織の底上げが期待でき、復興に向けた人吉市の自主防災組織の立て直しが期待される。





image1.jpeg







image2.jpeg







image3.jpeg







image4.jpeg







image5.jpeg







image6.jpeg









個別支援計画に基づく避難行動要支援者等避難支援事業

事業実施
団体

荒尾市
（熊本県）

問合せ先:熊本県荒尾市 市民環境部 防災安全課 危機管理防災室
(Tel) 0968-63-1395

地域の課題

府本地区は荒尾市の東部、小岱山の西側山腹に位置しており、山の面する地域は小岱山の土砂危険個所、
並びに土砂流のレッドゾーン、イエローゾーンに指定されている。また、府本地区内を流れる菜切川沿いの
地域は浸水想定区域に指定されている。加えて、地区内に急傾斜地も多く存在しており、大雨時及び震災時
の氾濫やがけ崩れ、地滑りの危険性があるため、住民の中には被害を心配する声が少なくない。

また、府本地区の人口は減少傾向にあり、高齢化率も約40％に達している。今後、少子高齢化の進展とと
もに自治会等の成り手不足などの影響が大きく、災害時の対応が懸念されるところである。

このような中、ひとたび大規模な災害が発生すると、公助としての自治体は災害対応業務や避難所運営業
務に追われることとなり、多くの人員が必要になる状況が想定される。
そのため、「自分たちの地域は自分たちで守る」という共助の考え方のもと、災害発生時における避難誘導
や安否確認等を自主防災組織や自治会等が中心に取り組むと同時に、避難所運営も地域で取り組むことが求
められる。

災害によっては、道路崩壊や電話の輻輳などにより消防や警察の支援に期待できない場合があり、必要に
応じて災害時避難行動要支援者への支援を行うことが重要である。

今後、住民の安全を確保するためには、自助や共助の精神を啓発するとともに、自主防災組織や消防団な
どの関係団体との連携を深めつつ、福祉の観点を持ちながら災害に対する備えを進めていく必要がある。

事業の内容

避難所運営訓練では、自主防災組織や防災に関するボランティア団体等に対し、自助や共助の考え方を広
く啓発するとともに、各種事業をとおして防災リーダーの育成を図る。

また、災害時避難行動要支援者を円滑に安全な避難所へ避難させるため、自主防災組織や消防団が中心と
なり、福祉関連のボランティア団体とも連携し、避難支援や避難所運営の訓練を行うことで災害時の協力体
制の構築を図る。これらのことを目的に以下の事業を行った。

〇避難所運営訓練
１事業実施：令和３年１１月１４日
２対象地域：府本地区／府本地区協議会
３対象者：荒尾市消防団、府本小学校、府本地区協議会、府本小学校ＰＴＡ、荒尾市食生活改善推進協議

会、荒尾市身体障害者福祉協会連合会、荒尾支援学校、岱志高等学校、有明高等学校、熊本県トラック協
会、女性ネットワーク荒尾、荒尾市社会福祉協議会

４事業内容：地区の中の自主防災組織、地区協議会、小学校、民生委員、消防団、PTA等によって避難所運
営委員会を設置し、避難所運営マニュアルをもとに役割に応じた業務を訓練するとともに、避難行動要支援
者を消防団や福祉ボランティア団体が連携して福祉避難所や福祉施設へ移送する訓練を行った。

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ 避難所の受付 写真２ 消防団による福祉避難所への移送

写真３ 避難所運営委員会の会議 写真４ 消防団員による消火訓練

写真５ 炊き出し訓練 写真６ 要支援者の移送訓練

今後の展開

　避難所運営訓練では、約２００人が参加され、地域の中の多くの団体が参加する中で連携を
深めるとともに、避難行動要支援者の対応を学ぶことができた。避難所運営委員会の役員も決
定できたので、急な災害発生時でも、円滑に地域による避難所運営を行うことが出来る体制づ
くりが整った。

事業の写真
成果物等

　避難所運営訓練をとおして、避難行動要支援者の対応について関係機関で連携体制が構築で
きたことから、今後は地域と福祉部署が協力して「個別支援計画」の円滑な策定につなげてい
くことが期待される。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付

令
和

３
年

度
事

例
№

 
2
1
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				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ

作成者: 【事業の背景を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		　避難所運営訓練では、約２００人が参加され、地域の中の多くの団体が参加する中で連携を深めるとともに、避難行動要支援者の対応を学ぶことができた。避難所運営委員会の役員も決定できたので、急な災害発生時でも、円滑に地域による避難所運営を行うことが出来る体制づくりが整った。
　

				事業の写真
成果物等 ジギョウ シャシン セイカブツ トウ		写真１ シャシン		避難所の受付		写真２ シャシン		消防団による福祉避難所への移送

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

						写真３ シャシン		避難所運営委員会の会議		写真４ シャシン		消防団員による消火訓練

						写真添付 シャシン テンプ

						写真５ シャシン		炊き出し訓練		写真６ シャシン		要支援者の移送訓練

						写真添付 シャシン テンプ				写真添付 シャシン テンプ

				今後の展開 コンゴ テンカイ		　避難所運営訓練をとおして、避難行動要支援者の対応について関係機関で連携体制が構築できたことから、今後は地域と福祉部署が協力して「個別支援計画」の円滑な策定につなげていくことが期待される。
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名護市大浦区自主防災組織防災リーダー育成事業

事業実施
団体

名護市
（沖縄県）

問合せ先:沖縄県名護市総務部総務課 (Tel) 0980-53-1212

地域の課題

名護市大浦区は名護市の東側に位置し、人口約97人、世帯数46世帯（2021年4月現在）、大浦湾と大浦川に
挟まれた山間に位置している。集落のはずれには地域交流拠点施設「わんさか大浦パーク」が建設され、大
浦川沿いには全長726ｍのマングローブ遊歩道も整備され、地域内外から多くの観光客が訪れるなど風光明媚
な地区である。
【予想される災害リスク】
1 大雨洪水災害
2 台風・高潮災害
3 地震災害

津波災害護市大浦区では、平成26年2月に自主防災組織を結成し、今日まで定期的な防災訓練を実施してい
るが、年１回程度の防災訓練では、いざという災害時において機能するのか否かの懸念があった。

事業の内容

NPO法人防災サポート沖縄により、防災リーダー育成のための座学講習や、防災マップを活用した危険な区
域や避難場所の説明、防災講話等の研修、また、自主防災組織における災害対応のイメージ訓練、避難所開
設訓練等を大浦区や周囲の地域の住民に向けに開催し防災力の向上を図った。

避難所開設訓練では、学校の体育館を実際に使用し、自主防災組織だけでなく、自治会や社会福祉協議会
等からも参加し、避難所開設の流れや避難者を受け入れるためのスペースの取り方や、トイレ設置、炊き出
しの準備等を参加者で実際に行う演習を実施した。

防災リーダー育成事業概要
1 防災組織とは、防災リーダーとは などの座学
2 防災マップの説示と、災害に備えた地区防災資源の活用についてなど
3 クロスロードゲーム
4 北海道胆振地震語り部による防災講話
5 避難所運営ゲーム
6 大浦区災害時避難行動要支援者避難事業、要配慮者等応急搬送法
7 自主防災組織災害対応訓練（イメージＴＥＮ）
8 自主防災組織における災害対策本部運用訓練
9 避難所設営及び運営訓練
10 コロナ禍における避難所開設キットを使用した避難所開設訓練の実施

事業の実施体制
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事業の成果

写真１ 第１回防災リーダー育成研修 写真２ 第3回4回防災リーダー育成研修

写真３ 第5回防災リーダー研修 写真４ 第6回防災リーダー育成研修

写真５ 第８回防災リーダー育成研修 写真６ 避難所開設訓練

今後の展開

  今回の事業により、いつ何時起こるかわからない災害に備えるためには、常日頃から防災
リーダーとなる住民が地域住民に対して、防災・減災の方法を指導助言し、実災害に対処可能
な組織作りが重要であることを参加した方々が理解することができ、自助・公助に係る名護市
地域防災力強化へ繋げることが出来た。
　避難所開設訓練も、名護市にとって初の試みであり、避難所開設の際に注意すべき点等を考
えることができて、住民だけでなく、行政にとっても今後の防災対応を考えていくなかで有意
義な訓練であった。

事業の写真
成果物等

　防災リーダーが培ってきたスキルをもって、地区住民と地区事業者のみによる初期消火、救
出救助、救急救命、避難誘導の合同訓練を実施します。また、防災リーダーが次代を担う子ど
も達への防災教育も実施するよう計画を立案します。
　指定避難所での避難所開設が速やかに行えるよう、避難所開設キット等の整備を促進してい
く。

写真添付

写真添付写真添付

写真添付

写真添付

令
和

３
年

度
事

例
№

 
2
2
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ページ１



				実施団体 ジッシ ダンタイ		北海道 ホッカイドウ

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		事業名 ジギョウ メイ		実践的な避難所運営による自主防災組織等のリーダー育成事業 ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ イクセイ ジギョウ

作成者: 【事業名を入力】

				取組分類
（該当■） トリクミ ブンルイ ガイトウ

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		人材育成 ジンザイ イクセイ		■		防災訓練 ボウサイ クンレン		■		避難所運営 ヒナンジョ ウンエイ		□		その他（　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力

								■		ＰＲ活動 カツドウ		□		環境整備 カンキョウ セイビ		□		組織の設立 ソシキ セツリツ

				連携団体
（該当■） レンケイ ダンタイ ガイトウ

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		地方公共団体 チホウ コウキョウ ダンタイ		■		自主防災組織 ジシュ ボウサイ ソシキ		■		自治会(町内会) ジチカイ チョウナイカイ		■		学校 ガッコウ

								■		医療機関 イリョウ キカン		■		事業所 ジギョウショ		■		消防団 ショウボウダン		□		女性消防クラブ ジョセイ ショウボウ

								□		少年消防クラブ ショウネン ショウボウ		□		防災士会 ボウサイシ カイ		□		ＮＰＯ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		□		ボランティア

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

						

作成者: 【団体名を入力】
・上段：都道府県名
・下段：市町村名（市町村実施時のみ）
・改行は、[Alt]+[Enter]		

作成者: 【取組分類】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■						

作成者: 【事業名を入力】		

作成者: 【連携団体】
・複数選択可
・該当は塗りつぶし■				■		社会福祉協議会 シャカイ フクシ キョウギカイ		□		その他（　　　　　　　　　　　） タ

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力

				地域の
特性・課題 チイキ トクセイ カダイ				　防災において「自助・共助」の取組がますます重要視される中、本道においては、自主防災組織率が平成３０年４月１日現在、５９．７％であり、全国平均を大きく下回っている状況である。
　こうした背景において、地域の防災力の向上を図るためには、住民や地域の防災リーダーが、防災訓練への参加を通して防災意識を高めてもらうことが必要。
　また、四方を海に囲まれた広大な本道においては、大きな災害が発生した場合、支援物資が海路や空路で輸送されることから、避難所への円滑な物資輸送のための仕組みの構築が必要とされる状況にある。 ボウサイ ジジョ キョウジョ ト クミ ジュウヨウシ ナカ ホンドウ ジシュ ボウサイ ソシキリツ ヘイセイ ネン ガツ ニチ ゲンザイ ゼンコク ヘイキン オオ シタマワ ジョウキョウ ハイケイ チイキ ボウサイ リョク コウジョウ ハカ ジュウミン チイキ ボウサイ ボウサイ クンレン サンカ トオ ボウサイ イシキ タカ ヒツヨウ シホウ ウミ カコ コウダイ ホンドウ オオ サイガイ ハッセイ バアイ シエン ブッシ カイロ クウロ ユソウ ヒナンショ エンカツ ブッシ ユソウ シク コウチク ヒツヨウ ジョウキョウ

作成者: 【地域の特性・課題を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																						

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に取組名を入力		事業の目的 ジギョウ モクテキ				　平成３０年北海道胆振東部地震における経験を踏まえ、住民や自主防災組織を対象として、物資輸送を含めた、より現実に即した実践的な避難所運営訓練を実施し、自主防災組織等の地域の防災を担うリーダーの育成を行う。 ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン ケイケン フ ジュウミン ジシュ ボウサイ ソシキ タイショウ ブッシ ユソウ フク ゲンジツ ソク ジッセンテキ ヒナンショ ウンエイ クンレン ジッシ ジシュ ボウサイ ソシキ トウ チイキ ボウサイ ニナ イクセイ オコナ

作成者: 【事業の目的を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

														

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の概要 ジギョウ ガイヨウ				１　平成３０年度までの取組
　　平成２９年度より試行的に、物資輸送を加えた自治体職員主体による避難所運　
　営訓練を実施
　（住民避難指示、避難者名簿作成、要支援者対応、住民へのハザードマップなど
　を用いた危険箇所の確認　など）
２　令和元年度における取組【オホーツク・釧路・根室振興局管内　１３市町村】
　　実践的な物資輸送訓練と組み合わせた、自主防災組織等における避難所運営訓
　練を本格展開
　　（避難者名簿作成、要支援者の避難、段ボールベッド組立体験、簡易トイレ設
　置、停電に備えた防災備蓄品の展示、非常食の調理及び試食、物資集積拠点の確
　保、物資の輸送路確保のための実地による架橋設置、市町村物資集積拠点への支
　援物資輸送　など） ヘイセイ ネンド ト クミ ヘイセイ ネンド シコウテキ ブッシ ユソウ クワ ジチタイ ショクイン シュタイ ヒナンショ クンレン ジッシ ジュウミン ヒナン シジ ヒナンシャ メイボ サクセイ ヨウシエンシャ タイオウ ジュウミン モチ キケン カショ カクニン レイワ モト ネンド ト クミ クシロ ネムロ シンコウキョク カンナイ シチョウソン ジッセンテキ ブッシ ユソウ クンレン ク ア ジシュ ボウサイ ソシキ トウ ヒナンショ ウンエイ ホンカク テンカイ

作成者: 【事業の概要を入力】
・入力文字は、枠内に収めてください。
・改行は、[Alt]+[Enter]

																		

作成者: その他を選択の場合、
（カッコ）内に、団体分類を入力		事業の背景 ジギョウ ハイケイ				　これまでに経験したことのない最大震度７を観測し、道内全域に及ぶ大規模停電（ブラックアウト）が発生した平成３０年北海道胆振東部地震の災害検証報告を踏まえ、道や道内の防災関係機関で構成する北海道防災会議が市町村や災害協定締結事業者などと連携して、令和元年度北海道防災総合訓練を実施した。
　災害検証では、住民主体の避難所運営への移行や、物資要請や調達に係る情報の錯綜、自助の意識を高め、平常時における備えの普及・実践が不足していること、また、非常用電源の設備整備が不十分であることが課題とされた。 ケイケン サイダイ シンド カンソク ドウナイ ゼンイキ オヨ ダイキボ テイデン ハッセイ ヘイセイ ネン ホッカイドウ イブリ トウブ ジシン サイガイ ケンショウ ホウコク フ ドウ ドウナイ ボウサイ カンケイ キカン コウセイ ホッカイドウ ボウサイ カイギ シチョウソン サイガイ キョウテイ テイケツ ジギョウシャ レンケイ レイワ モト ネンド ホッカイドウ ボウサイ ソウゴウ クンレン ジッシ サイガイ ケンショウ ジュウミン シュタイ ヒナンショ ウンエイ イコウ ブッシ ヨウセイ チョウタツ カカ ジョウホウ サクソウ ジジョ イシキ タカ ヘイジョウジ ソナ フキュウ ジッセン フソク ヒジョウヨウ デンゲン セツビ セイビ フジュウブン カダイ
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				事業の成果 ジギョウ セイカ		  今回の事業により、いつ何時起こるかわからない災害に備えるためには、常日頃から防災リーダーとなる住民が地域住民に対して、防災・減災の方法を指導助言し、実災害に対処可能な組織作りが重要であることを参加した方々が理解することができ、自助・公助に係る名護市地域防災力強化へ繋げることが出来た。
　避難所開設訓練も、名護市にとって初の試みであり、避難所開設の際に注意すべき点等を考えることができて、住民だけでなく、行政にとっても今後の防災対応を考えていくなかで有意義な訓練であった。
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				今後の展開 コンゴ テンカイ		　防災リーダーが培ってきたスキルをもって、地区住民と地区事業者のみによる初期消火、救出救助、救急救命、避難誘導の合同訓練を実施します。また、防災リーダーが次代を担う子ども達への防災教育も実施するよう計画を立案します。
　指定避難所での避難所開設が速やかに行えるよう、避難所開設キット等の整備を促進していく。
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